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午前１０時００分 開 議 
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開  議 

 

○中川とみ子委員長 おはようございます。 

 出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 直ちに、令和４年度各会計予算９件の審査に

入ります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第８号 令和４年度上山市一般会 

      計予算 

 

○中川とみ子委員長 初めに、一般会計予算の

審査方法についてお諮りいたします。 

 最初に、当局の説明を受けた後、令和４年度

一般会計予算の説明と質疑について、さきに各

委員に配付いたしております審査予定表のとお

り進めたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、審査予定表のとおり進めることに決

しました。 

 なお、その他の予算については、従来の審査

方法のとおり、一括しての審査方法をもって進

めたいと考えておりますので、御協力をお願い

いたします。 

 それでは、議第８号令和４年度上山市一般会

計予算の審査を行います。 
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 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 命によりまして、議第８

号令和４年度上山市一般会計予算について御説

明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の一般会計の予算は、次に

定めるところによるものであります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ１５２億３，０００万円

と定めるものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よるものであります。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４

条の規定により債務を負担する行為をすること

ができる事項、期間及び限度額は、「第２表債

務負担行為」によるものであります。 

 地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１

項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還

の方法は、「第３表地方債」によるものであり

ます。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条

の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は、２５億円と定めるものであります。 

 歳出予算の流用、第５条、地方自治法第２２

０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定めるものであります。 

 第１号、各項に計上した報酬（会計年度任用

職員に限る。）、給料、職員手当等及び共済費

に係る予算額に過不足を生じた場合における同

一款内でのこれらの経費の各項の間の流用とす

るものであります。 

 それでは、第１表歳入歳出予算について御説

明申し上げますので、２ページ、３ページをお

開き願います。 

 最初に、歳入から申し上げます。 

 １款市税につきましては、３５億６，０００

万円を計上するものでありますが、１項市民税

に１２億４，４６２万円を、２項固定資産税に

１８億１，３６０万円を、３項軽自動車税に１

億７４６万円を、４項市たばこ税に１億４，８

３３万円を、５項入湯税に２，５３６万円を、

６項都市計画税に２億２，０２０万円を、７項

旧法による税に４３万円をそれぞれ計上するも

のであります。 

 ２款地方譲与税につきましては、１億２，８

１８万４，０００円を計上するものであります

が、１項地方揮発油譲与税に２，５００万円を、

２項自動車重量譲与税に８，８００万円を、３

項森林環境譲与税に１，５１８万４，０００円

をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、３款利子割交付金に２００万円を、４

款配当割交付金に６００万円を、５款株式等譲

渡所得割交付金に３００万円を、６款法人事業

税交付金に３，８００万円を、７款地方消費税

交付金に７億４，０００万円を、次のページを

御覧ください、８款ゴルフ場利用税交付金に５

００万円を、９款環境性能割交付金に９００万

円を、１０款地方特例交付金に１，７００万円

を計上するものであります。 

 １１款地方交付税につきましては、４２億２，

０００万円を、１２款交通安全対策特別交付金

に５００万円を、１３款分担金及び負担金に５，

３９２万９，０００円を計上するものでありま

すが、１項分担金に２７０万９，０００円を、

２項負担金に５，１２２万円をそれぞれ計上す

るものであります。 



 －１２４－ 

 次に、１４款使用料及び手数料に１億２，５

０６万５，０００円を計上するものであります

が、１項使用料に５，９６４万２，０００円を、

２項手数料に２，３４２万３，０００円を、３

項証紙収入に４，２００万円をそれぞれ計上す

るものであります。 

 次に、１５款国庫支出金に１７億２，８４２

万３，０００円を計上するものでありますが、

１項国庫負担金に１１億９，８００万３，００

０円を、２項国庫補助金に５億２，４３３万３，

０００円を、３項委託金に６０８万７，０００

円をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、１６款県支出金に９億８，００３万３，

０００円を計上するものでありますが、次のペ

ージ、４ページをお開き願います、１項県負担

金に５億５，８１９万１，０００円を、２項県

補助金に３億４，１７１万２，０００円を、３

項委託金に８，０１３万円をそれぞれ計上する

ものであります。 

 次に、１７款財産収入に３，８７１万２，０

００円を計上するものでありますが、１項財産

運用収入に３，７７０万２，０００円を、２項

財産売払収入に１０１万円をそれぞれ計上する

ものであります。 

 次に、１８款寄附金に１０億１００万円を、

１９款繰入金に５億９，０５１万円を計上する

ものでありますが、１項基金繰入金に５億５，

７９２万円を、２項特別会計繰入金に３，２５

９万円をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、２０款繰越金に１億円を、２１款諸収

入に１２億７，６４４万４，０００円を計上す

るものでありますが、１項延滞金、加算金及び

過料に２００万円を、２項市預金利子に５０万

円を、３項貸付金元利収入に１０億３，１５７

万５，０００円を、４項受託事業収入に１，２

６２万８，０００円を、５項雑入に２億２，９

７４万１，０００円をそれぞれ計上するもので

あります。 

 次に、２２款市債に６億２７０万円を計上す

るものであります。 

 その結果、歳入合計を１５２億３，０００万

円とするものであります。 

 次のページを御覧ください。 

 歳出について御説明申し上げます。 

 １款議会費は、１億５，５３５万７，０００

円を計上するものであります。 

 次に、２款総務費は、２１億８，９８１万７，

０００円を計上するものでありますが、１項総

務管理費に１７億５，２６４万８，０００円を、

２項徴税費に２億１，００３万２，０００円を、

３項戸籍住民基本台帳費に１億３，６８９万９，

０００円を、４項選挙費に３，５２３万６，０

００円を、５項統計調査費に３，５４６万円を、

６項監査委員費に１，９５４万２，０００円を

それぞれ計上するものであります。 

 次に、３款民生費は、４７億４，８８９万７，

０００円を計上するものでありますが、１項社

会福祉費に２７億２，０７３万７，０００円を、

２項児童福祉費に１７億９２０万４，０００円

を、３項生活保護費に３億１，８９５万６，０

００円をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、４款衛生費は、１５億８７３万５，０

００円を計上するものでありますが、１項保健

衛生費に８億６，０３０万９，０００円を、２

項清掃費に６億４，８４２万６，０００円をそ

れぞれ計上するものであります。 

 次に、５款労働費は、４，５５８万９，００

０円を計上するものであります。 

 次に、６款農林水産業費は、５億８，３４１

万６，０００円を計上するものでありますが、
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１項農業費に５億２，６９３万５，０００円を、

２項林業費に５，６４８万１，０００円をそれ

ぞれ計上するものであります。 

 次に、７款商工費は、１５億４，１５２万７，

０００円を計上するものであります。 

 次のページ、６ページをお開き願います。 

 次に、８款土木費は、１１億５，８５３万円

を計上するものでありますが、１項土木管理費

に１，２７８万３，０００円を、２項道路橋梁

費に４億４，８８７万３，０００円を、３項河

川費に１，３７６万円を、４項都市計画費に４

億９，２０４万３，０００円を、５項住宅費に

１億９，１０７万１，０００円をそれぞれ計上

するものであります。 

 次に、９款消防費は、５億８６３万５，００

０円を計上するものであります。 

 次に、１０款教育費は、１５億１，１９５万

６，０００円を計上するものでありますが、１

項教育総務費に２億９６９万９，０００円を、

２項小学校費に２億４，９８８万９，０００円

を、３項中学校費に１億４，０００万８，００

０円を、４項学校給食費に３億６９１万１，０

００円を、５項社会教育費に３億１，０３３万

円を、６項保健体育費に２億９，５１１万９，

０００円をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、１１款災害復旧費は、４，１０４万１，

０００円を計上するものでありますが、１項農

林水産業施設災害復旧費に５００万円を、２項

土木施設災害復旧費に３，６０４万１，０００

円をそれぞれ計上するものであります。 

 次に、１２款公債費は、１２億１，６５０万

円を計上するものであります。 

 次に、１３款予備費は、２，０００万円を計

上するものであります。 

 次のページを御覧ください。 

 その結果、歳出合計を１５２億３，０００万

円とするものであります。 

 次に、事項別明細書について御説明を申し上

げます。 

 最初に、歳出から御説明申し上げますので、

４４ページ、４５ページをお開き願います。 

 １款議会費から御説明申し上げます。 

 １項１目議会費は１億５，５３５万７，００

０円で、前年度対比１３６万８，０００円の減

であります。 

 議会運営費では、議会だより発刊費、会議録

反訳製本業務及び議会映像配信業務委託料、常

任委員会の行政調査費、友好都市議会との交流

及び議会報告会に要する経費などを措置するも

のであります。そのほか、議員報酬等、職員人

件費であります。 

 次に、２款総務費について御説明申し上げま

す。 

 １項総務管理費１目一般管理費は６億７，８

１５万９，０００円で、前年度対比１，７６０

万５，０００円の増でありますが、人事異動等

による職員人件費の増などによるものでありま

す。 

 総務一般管理費では、各種委員、地区会長等

の報酬、庁舎の電話料及び電話交換業務委託料、

平和都市推進事業負担金などを措置し、人事管

理費では、産業医の配置、職員の健康診断及び

健康年齢通知作成業務委託料、職員採用試験、

人事給与システム保守等の委託料、会計年度任

用職員に要する経費などを措置するものであり

ます。 

 次のページ、４６、４７ページをお開き願い

ます。 

 職員研修費では、市町村アカデミー等研修機

関への派遣研修、庁内研修、健康研修の受講負
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担金、職員の自主研修グループへの活動助成金

などを措置し、秘書費では、市長、副市長の活

動に要する経費のほか、県市長会負担金などを

措置し、財政一般管理費では、庁内で使用する

消耗品などの購入費、電子複写機の賃借料など

のほか、市有施設に存在するＰＣＢ廃棄物の処

理委託料を措置し、国際交流推進費では、国際

理解を推進するための市民講座の開催などに係

る経費を措置し、自衛官募集費では、事務経費

などを措置するほか、特別職給与等、次のペー

ジ、４８、４９ページをお開き願います、及び

職員人件費であります。 

 ２目文書広報費は１，７３８万７，０００円

で、前年度対比１７７万３，０００円の減であ

りますが、市報の編集業務委託料の減などによ

るものであります。 

 文書管理費では、各種法令の追録に係る経費、

条例等の例規データベースの更新業務委託料な

どを措置し、広報広聴費では、市報の発行等に

要する経費のほか、ＳＮＳを活用した情報発信

に要する経費などを措置するものであります。 

 ３目財政管理費は２，３２６万５，０００円

で、前年度対比１，４６２万５，０００円の増

でありますが、財務会計システム更新に伴う利

用料の増などによるものであり、その他財務諸

表等の作成業務委託料などを措置するものであ

ります。 

 ４目会計管理費は５８９万７，０００円で、

前年度対比６９万８，０００円の増であります

が、出納事務、決算書作成に要する経費、コン

ビニ収納手数料、指定金融機関派出手数料など

を措置するものであります。 

 ５目財産管理費は１億３，２００万２，００

０円で、前年度対比８７４万６，０００円の減

でありますが、財産管理費における工事請負費

の減などによるものであります。 

 庁舎管理費では、庁舎の維持管理に要する修

繕料、委託料、燃料費、光熱水費などの経費を

措置し、財産管理費では、市有財産管理に要す

る保険料、次のページ、５０、５１ページをお

開き願います、施設警備委託料などのほか、シ

ルバー人材センターに賃貸している旧めんごり

あ屋根改修工事費並びに旧西郷第二小学校竜沢

分校及び旧山元小学校小白府分校の解体工事費

を措置するものであります。 

 車両管理費では、電気軽自動車１台の購入費

のほか、市有車の点検及び車検費用、車両のリ

ース料などを措置し、基金積立金では、公共施

設の計画的な更新及び解体を進めるため、公共

施設等保全整備基金へ３，０００万円を積み立

てるほか、財政調整基金などの利子分を積み立

てるものであります。 

 ６目企画費は７億９４９万４，０００円で、

前年度対比３，４８０万４，０００円の増であ

りますが、シティプロモーション推進事業費の

増などによるものであります。 

 企画調整管理費では、第７次上山市振興計画

の運用管理委託料、国等への要望活動に要する

経費などのほか、やまがたＡＩ部運営コンソー

シアム負担金、第８次上山市振興計画の策定に

係る市民アンケートに要する経費を新たに措置

するものであります。 

 ふるさと納税推進事業費では、ふるさと納税

の返礼品や配送に要する経費などのほか、ふる

さと納税フェアへの出展等の経費を新たに措置

するものであります。公共交通事業費では、市

営予約制乗合タクシーと市中心部循環バスの運

行業務委託料、路線バス維持に係る補助金を措

置し、地域おこし協力隊推進事業費では、地域

おこし協力隊６人の活動に要する経費などを措
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置するものであります。 

 次のページ、５２、５３ページをお開き願い

ます。 

 移住推進事業費では、お試し居住施設の運用

に係る経費、県と連携して、本市へ移住する方

に一定の要件により最大１００万円を支給する

移住支援金のほか、市外の若者が居住誘導区域

内の賃貸物件に入居する際の引っ越し補助金を

新たに措置するものであります。シティプロモ

ーション推進事業費では、駅前への情報発信拠

点の開設及び運営企画等に係る経費、かみのや

まファンクラブイベントの開催経費、ＳＮＳ・

雑誌等を活用した広告経費、新たな名物商品等

を創出するための経費などを措置し、基金積立

金では、ふるさと納税基金の利子分を積み立て

るものであります。 

 ７目情報管理費は１億２，０５７万２，００

０円で、前年度対比２，５２５万１，０００円

の増でありますが、職員用のパソコン購入経費

の増などによるものであります。 

 コンピュータシステム運用費では、住民情報

クラウドシステムなどの保守業務委託料、情報

機器のリース料、情報セキュリティ対策に要す

る経費などのほか、ノート型パソコンの購入や

システム改修に要する経費を増額計上し、光ケ

ーブル管理費では、山元地区の光ファイバー網

の維持管理経費を措置するものであります。 

 ８目市民生活対策費は３，０５８万８，００

０円で、前年度対比６５１万５，０００円の増

でありますが、防災対策推進費の増などによる

ものであります。 

 消費者行政費では、消費生活相談員の配置、

研修など相談業務関連経費や消費者トラブル防

止のための啓発に係る経費を措置するものであ

ります。 

 次のページ、５４、５５ページをお開き願い

ます。 

 防犯対策費では、防犯灯の電気料、防犯関係

団体への補助金などを措置し、防犯施設整備事

業費では、防犯灯設置工事費や防犯灯更新への

助成金、防犯灯のメンテナンス付きリース料な

どを措置するものであります。 

 防災対策推進費では、蔵王山火山防災協議会

負担金、防災行政無線負担金、地域防災力強化

支援事業費補助金などのほか、Ｊアラート自動

起動装置の更新、避難情報等の変更に伴う防災

ファイルの更新に要する経費を新たに措置し、

市民農園開設費では、市民農園開設に要する経

費を措置し、新型コロナウイルス感染症対策費

（感染防止対策）では、マスク、消毒液等の購

入費を措置するものであります。 

 ９目交通安全対策費は３，５２８万４，００

０円で、前年度対比３４万円の増であります。 

 交通安全対策費では、交通安全専門指導員の

報酬や交通指導員の報償費、道路照明灯の電気

料、駐輪場の土地借上料などを措置し、交通安

全整備事業費では、道路反射鏡等の修繕費、備

品購入費を措置するほか、職員人件費でありま

す。 

 次のページ、５６、５７ページをお開き願い

ます。 

 次に、２項徴税費でありますが、１目税務総

務費は１億５，４３１万７，０００円で、前年

度対比２２６万円の増であります。 

 税務総務費では、公図の更新、作成等の業務

委託料などを措置し、市税還付金では、市民税

などの還付金を措置するほか、職員人件費であ

ります。 

 ２目賦課徴収費は５，５７１万５，０００円

で、前年度対比２，０６６万６，０００円の増
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でありますが、家屋評価システム並びに土地字

限図及び土地評価システムの導入費や令和６年

度評価替えに向けての不動産鑑定業務委託料な

どの増によるものであり、その他、滞納整理シ

ステムの借上料などを措置するものであります。 

 次に、３項戸籍住民基本台帳費でありますが、

１目戸籍住民基本台帳費は１億３，６８９万９，

０００円で、前年度対比５，４７９万５，００

０円の増でありますが、コンビニエンスストア

等から各種証明書の取得を可能とするシステム

導入費の増などによるものであります。 

 戸籍住民基本台帳事務費では、次のページ、

５８、５９ページをお開き願います、住基ネッ

トシステム等のリース料、保守委託料、窓口で

の謄本抄本・諸証明発行に係る経費、個人番号

通知書・個人番号カード関連事務委任交付金な

どを措置するとともに、住民票等のコンビニ交

付システム構築業務、戸籍情報連携システム構

築業務の委託料を新たに措置するほか、職員人

件費であります。 

 次に、４項選挙費でありますが、１目選挙管

理委員会費は９３３万６，０００円で、前年度

対比３７万５，０００円の減でありますが、委

員会運営費で、委員の報酬など委員会運営に要

する経費のほか、職員人件費であります。 

 ２目選挙啓発費は２０万円で、前年度と同額

でありますが、選挙啓発活動に要する経費であ

ります。 

 ３目選挙執行費は２，５７０万円で、前年度

対比５７０万円の増でありますが、参議院議員

通常選挙費及び県議会議員選挙費を措置するも

のであります。 

 次のページ、６０、６１ページをお開き願い

ます。 

 次に、５項統計調査費でありますが、１目統

計調査総務費は１，１５１万７，０００円で、

前年度対比１６万２，０００円の減であります

が、統計調査総務費で統計調査員確保に要する

経費のほか、職員人件費であります。 

 ２目統計調査費は１１７万８，０００円で、

前年度対比７９万９，０００円の減であります

が、住宅・土地統計調査及び就業構造基本調査

に要する経費などを措置するものであります。 

 ３目地籍調査費は２，２７６万５，０００円

で、前年度対比１，３６０万円の増であります

が、新たに新町一丁目、御井戸丁、湯町、軽井

沢一丁目、軽井沢二丁目、元城内及び鶴脛町の

各一部区域を対象とした調査業務委託料などを

措置するものであります。 

 次のページ、６２、６３ページをお開き願い

ます。 

 次に、６項監査委員費でありますが、１目監

査委員費は１，９５４万２，０００円で、前年

度対比３５万３，０００円の減でありますが、

監査委員費では、監査に要する経費を措置し、

監査委員給与等では、監査委員報酬を措置する

ほか、職員人件費であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより１款議会費、２

款総務費について質疑、発言を許します。守岡

等委員。 

○守岡 等委員 ５７ページの戸籍住民基本台

帳事務費についてお尋ねします。 

 コンビニで各種証明書が取得できるシステム

構築ということで、個人番号カードを利用して

コンビニ交付サービス事業４，６００万円とい

うことですけども、個人番号のひもづけに当た

っては、既に一部のコンビニを中心に展開され

ているようなんですけれども、今回計上された
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コンビニ交付サービス事業というのは、全ての

コンビニで利用できるのか、それともやっぱり

限定したコンビニで利用できるのか、まずお示

しください。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 令和４年度からシス

テムの構築をいたしますコンビニ交付事業につ

きましては、交付の窓口となるコンビニエンス

ストアにつきましては、全国の約５万５，００

０店舗のコンビニエンスストアで、特にコンビ

ニエンスストアの店舗の縛りというものはない

ものでございます。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 分かりました。 

 あと個人番号カードの普及についてなんです

けれども、本市の普及率は３割未満ということ

で非常に低い数字になっています。やはり個人

情報の漏えいの不安が大きいのだと考えますけ

れども、個人番号を持っていなくても、カード

を取得してなくても、この事業が利用されるよ

うにすべきだと思うんですけれども、その辺は

いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 令和４年２月２０日

現在のマイナンバーカードの交付率を申し上げ

ます。交付率が３０.９９％ということになっ

ております。コンビニ交付の大前提が、マイナ

ンバーカードを取得して、そのカードを利用し

ての交付事業ということになりますので御理解

いただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 私もコンビニ交付の部分でま

ずお聞きしたいと思います。 

 コンビニ交付の利用の年間の見込み数ですと

か、あと導入後２年目以降の年間のランニング

コストというのはどれぐらいかかるものなのか。 

 あとは導入後、この導入によって本市窓口の

職員の負担の軽減は図られるのか。これに関し

ましては、コンビニ交付の現場では様々なトラ

ブルの事例があり、そのときに、例えば、コン

ビニの現場から市の窓口に電話がかかってくる

などして電話対応などで逆に人が取られるので

はないかとか、かえって新たな仕組みの対応に

デメリットのほうが多くなるのではないかとい

う懸念が私はあるんですけれども、そこはいか

がでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 令和２年度の窓口で

のコンビニ交付に該当する証明書の発行件数で

ございますけれども、住民票、印鑑証明、あと

課税証明の一部ということで交付件数が約２万

６，０００件ほどになっております。 

 近隣の既にコンビニ交付事業を開始している

市町村等では、約５％がコンビニ交付のほうに

移行しているということでありますので、上山

市も、来年度以降からそういった約５％程度の

ものからコンビニ交付のほうに移行していくの

ではないかと考えております。 

 交付に当たってのいろいろなリスクというこ

とでございますけれども、コンビニの窓口のほ

うとの十分な情報共有の体制なども検討しなが

ら、トラブル対処のほうに当たっていきたいと

考えております。 

 あとランニングコストということでございま

すけれども、Ｊ－ＬＩＳへの負担金とあとメン

テナンス等に係る費用を合計いたしますと、約

月額６２万円ほどかかってくるものと予定をし

ているところでございます。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 
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○谷江正照委員 この部分、市民の方にいろい

ろ予算額と得られるメリット等、お話聞いたと

ころ、何だかあんまり私たち使わないかもしれ

ないなと、これは市民の声として上げさせてい

ただきます。 

 山形市や酒田市は平成２８年に取り組み、天

童市や長井市では平成３０年、本市に先駆けて

４年前頃から取組をしているんですけれども、

上山市は取組が遅いということが言えるのでは

ないでしょうか。もっとこれに早く取り組むこ

とで、市民利便性の向上やマイナンバーの普及

にも役立つのではなかったのかと思うんです。

今、取り組むのであれば、マイナンバーの保持

者の数がもっと増えてからでもいいのではない

かと思うんですけれども、市長、この辺の事業

着手の遅れの積み重ねなんかが総括質疑でお聞

きした天童との差の一因なのかなと思うところ

もありますが、いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 天童との差がそれでできた

かというと、私もそこまで考えたことございま

せんでしたけれども、この間の総括質疑でも天

童との差ということを言われたので、ただ、そ

れについては、現時点じゃなくてもっと以前の

時期、昭和の時代、いわゆる昭和５０年代、そ

のときに遡ってみると少し分かってくるような

気がいたしますが、一つひとつのことで市町村

の差が出てしまうということはあるかもしれま

せんけれども、でも、じゃあそれがキーポイン

トかというと、そうではないのではないかなと

感じております。 

 マイナンバーカードですけれども、やはり取

得率が少ないというのは現実にあります、上山

市。ですから、これは今回の制度のように必要

性というんですか必需性というんですか、それ

とうまく組み合わせていかないとなかなか普及

率が高まらないという部分があると思いますの

で、時代はそういう流れになっておりますので、

やはり市民の皆さんから理解をいただいて、そ

ういう方向に進めていくべきであると考えてお

ります。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 天童と長井などでは４年前か

らやって、本市は令和５年の３月から開始です

が、実質５年ぐらい遅くなるわけです。なので、

なるべく事業に関しては新しい目で見ていただ

きたいと思います。 

 また、コンビニ交付で１か月６２万円だとい

うことでありますが、これでしたら窓口に人を

配したほうがより市民生活に直結したサービス

が提供できるんじゃないか、何人か大変な窓口

に張りつけたほうがコンビニ交付を進めるより

もより市民生活の向上が進むと思います。 

 なぜそう思いますかというと、市民生活課長、

お電話しても結構不在のときが多くて、何回か

今回もお電話してもやっぱり忙しくて、いらっ

しゃらないと。あとは電話でもコールしたとき

から取るまで長いと。というのは、これはかな

り忙しいんだろうと、窓口は。そこの部分であ

れば、マイナンバーを持っている方のみのサー

ビスの向上よりは、より一般的に多くの方に対

するサービスの向上として、月額６２万円は人

件費に加配したほうがよりよいサービスになる

市役所になると思います。 

 この部分、やはり本市において、地域おこし

協力隊が任期終わった後に身の振り方もいろい

ろ皆さん考えていらっしゃるようです。そうい

ったせっかく本市と縁ができた方を、市長が施

政で述べた共創という共に創り上げる、協力し

て創り上げるというような言葉の理念の下、ま
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ずは、今いる地域おこし協力隊員なんかともし

っかりやり取りをしながら、私、人的加配を増

やしたほうがいいと思うんですけれども、その

分に関してはいかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 これは市役所の在り方にも

つながると思うんです。人口減少の中での市役

所職員の人数というものは、やはりある面にお

いては正比例も必要です。 

 あともう一つは、やはり６０万円とか言われ

ますけれども、じゃあ職員雇うと１年どうなる

んだということも考えなければならないし、あ

とはやはり皆さん方が、後で課長から説明させ

ますけれども、大分コンビニ利用が増えてきて

いるんです。もう生活そのものがコンビニとい

うような状況にもなってきておりますので、や

はり我々市役所の考え方といいましょうか、そ

ればかりじゃなくて市民が今どういう方向に考

えているのかということ、あるいはこれからの

いわゆるデジタル化ということも考えたならば、

やはりそういった人材を増やすというよりは、

そういったいわゆるＩＴといいましょうか、そ

ういうものを活用した制度設計をしていくとい

うことが方向性としてはいいのではないかと考

えております。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 補足をさせていただ

きたいと思います。 

 コンビニ交付事業、市民に対する大きなサー

ビスの提供の仕方ということで、市長からもあ

りましたとおり、デジタル化ですとか、あるい

は市外にいらっしゃる方への戸籍の交付なども

コンビニの店頭で可能になるとか、あるいは交

付を受けられる時間もコンビニ交付の場合です

と朝６時半から夜１１時まで、キオスク端末で

マイナンバーカードを使って交付を受けられる

ということがございますので、市民に対するサ

ービス提供ということで大きなメリットがある

と感じております。 

 なお、窓口での職員対応につきましては、よ

り丁寧、迅速な対応を今後も心がけてまいりた

いと考えているところです。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 市長のおっしゃることも十分

分かります。ＩＣＴですとかデジタル化は不可

避でございます。 

 しかし、私が言いたいのは、コンビニ交付の

場合ですと、パスワード間違うともうロックか

かってしまうけれども、そのコンビニの中でそ

れに対応できる人が誰もいないとか、そういっ

たトラブルに対して、やはりまだまだ難しい部

分があるのであれば、月額６２万円というのは

やはり大きな金額だと私、市長、思います。６

２万円という大変大きい支出が毎月出ていくわ

けです。ここの分に関しては、人を配するなど

でより市民生活の向上を図ると、重ねてお聞き

したいんですが、いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 方向性はそちらの方向でま

いりたいと考えています。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 次に、オウンドメディアの部

分でお聞きしたいと思います。 

 自治体がＳＮＳを活用する効果的な事例は、

インターネットなどにも様々ございます。例え

ば、ワーケーションでの日々の情報をＳＮＳに

アップするなど、そういったところで自治体と

企業の取組が注目を集めるなどもございます。

そのようなＳＮＳと自治体や企業の親和性は、

大変将来性があるものと私も考えております。 
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 しかし、以前、本市ではコワーキングスペー

ス等の設置は考えていないということの答弁も

ございました。これからＳＮＳでそういったい

ろいろな方を呼び込むときに、コワーキングス

ペースの設置を考えていないというのは、事業

の将来性に対して整合性などにちょっと懸念は

ないのかなと思うんですけれども、その部分い

かがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 このたび

設立します事業なんですけれども、コワーキン

グスペース等の活用については、開始当初につ

いては考えておりませんが、もろもろ利点、利

便性等を考慮していく中で、そういった活用の

方法等が考えられる可能性はあると思っており

ます。 

 ですが、現時点では、当初からそれを目指す

ものではないということでございます。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 将来につながる取組として、

ぜひ頭に入れていただきたいと思います。 

 次に、オウンドメディアを開設して得られる

成果が、やはりある程度成果目標が明確にない

と私はいけないのではないかと思うんです。例

えば、このメディアの開設によってふるさと納

税はどれぐらい増加が見込めるのか、またファ

ンクラブの会員数の獲得はどれぐらい見込める

のか、可能であればそういった目標数値などを

お示しください。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 まず、今

回の事業は、オウンドメディアの創設というこ

とでございますけれども、地域の共創型情報発

信基地をつくりまして、市とそれから各種団体

や事業者様、市民と共に上山の魅力を発信して

いく活動という意味でございます。 

 ですので、駅前のスペースに魅力を発信して

いくための収録スタジオのような発信基地を設

けますけれども、それらを活用することによっ

て、経済的なメリットでいいますと議員がおっ

しゃるとおり、ふるさと納税等の増額といった

ことにつながるのではないかというのは一つの

メリットと考えておりますけれども、最も目指

したいところというのは、上山そのものの認知

を獲得して、これはいわゆるマーケティングの

言葉でいいますと認知獲得、それから好意醸成

といったような言葉がございますけれども、上

山そのもののブランド力、ブランドイメージを

向上することが第一の目的であります。選ばれ

るまちになるために、興味を持つ者が増え、来

訪者が増え、好意を感じていただく、このこと

により経済効果が出てくるものと考えておりま

す。 

 また、市内の事業者が自らＰＲする手法を学

び、スキルアップすることになります。これは、

この拠点を利用して市内の事業者様がＰＲする、

そういうような機会を設けたいと思っておりま

して、それによって発信力がアップするといっ

たようなことをもう一つの目的としておりまし

て、そういったメリットがあると思っておりま

す。 

 それから、数値的なところでいいますと、今、

かみのやまファンクラブ２，７００名ほどにな

っております。こういった活動を通じましてさ

らなる増を図っていきたいと、それによりまし

て愛されるまち、選ばれるまちというふうにつ

ながっていくと考えております。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 
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○谷江正照委員 ぜひ、新規事業、大変大型予

算でございますので、ふるさと納税やファンク

ラブの各種に数値目標なども鋭意今後押さえて

いただいて、頑張っていただきたいと思います。 

 次に、ちょっと戻りまして車両管理費に電気

自動車のほうが出てまいりました。最近、特に

注目されておりますのがＶ２ＨとかＶ２Ｘとい

う考え方による電気自動車の活用です。今回、

導入する電気自動車はこのＶ２ＨやＶ２Ｘのよ

うなものに対応が可能な電気自動車か、お示し

ください。 

○中川とみ子委員長 財政課長。 

○鈴木英夫財政課長 今回、導入する軽自動車、

貨物自動車につきましても、充電機能というの

がございまして、車が１００％充電したという

場合には大体１，５００ワットのものを６時間

くらい使えるような、そういう充電をしたもの

を使えるというような機能もございます。今後

ともそういった機能がついているものについて

着目しながら導入していきたいと考えておりま

す。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 大体どんな車かイメージが湧

きました。ぜひ、新たにＶ２Ｈ、Ｖ２Ｘに対応

している車が出てきておりますので、また、そ

のＶ２Ｈ、Ｖ２Ｘ対応の車ですと補助金の増額

がございますので、その分も検討してよりよい

導入をお願いしたいと思います。車が家とつな

がると、車から家に給電できるという仕組みで

ありますので、今回、入れる車両にはないとい

うことは理解しましたので、そのＶ２Ｈ、Ｖ２

Ｘに関しては、より理解を深めて脱炭素に向け

ていただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 ６目企画費の移住推進事業費

について質問いたします。 

 前年比１５０万円、１４０万円ほどプラスと

いうことで増額されておりますけれども、その

中で移住支援金、新たな新設、新規ということ

で７５万円ほどの予算を計上されているという

ことでございますけれども、先ほど説明もいた

だきましたが、市内に引っ越される若者向けと

いうことでの説明ということでよろしかったの

かどうか、まず１点、確認をさせていただきた

いと思います。市内への若者ということでよろ

しいでしょうか。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 若者向けの移住、若者が

移住する場合の上山市に移住をしていただくと

きの引っ越しの費用の補助金でございます。県

外から市内に来る方につきましては、引っ越し

費用の２分の１相当で上限が１０万円でござい

ます。県内の他の市町村から上山に引っ越しす

る場合につきましても同じ費用の２分の１です

が、上限が５万円ということでございまして、

それぞれ５件程度を見ておりまして７５万円と

いうことでございます。 

 これにつきましては、市内の企業への就職に

際しまして、居住の場所につきましては山形市

など近隣市に居住する傾向が強いということが

ございますので、そのために、３０歳以下の若

者に対しまして市内に移住をしていただく目的

として新たに設けた補助金でございます。 

○中川とみ子委員長 髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 大変詳しくありがとうござい

ます。 

 上山市内の大きな企業に就職が決まった県内

のある大学生が近辺にアパートを探しているん

ですけれども、山形市に希望したいという話が
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やはり私の周りでも何件かありまして、当然、

上山市内の企業ですので、やはり上山市内に居

住をしていただいてそこから通っていただくと

いうような移住に対する施策、非常に大切なこ

とかなと考えます。 

 そこで、７５万円という予算の取り方として

おおよそどれぐらいの方を想定されているのか、

何人ぐらいの規模を想定されているのかという

のは、単純に割れば七、八名とか１０名弱とか

そういったようなことかと思うんですが、これ

までのデータの中でそれぐらいいらっしゃると

いうことなのか、あるいは目標として設定して

いるものなのか、お示しいただきたいと思いま

す。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 今回の補助金は、それぞ

れ県外から上山へ５名程度、県内の市町村から

上山への移住というのも同じ５人程度というこ

とで、１０名程度を見込んでいるところでござ

います。 

 今年度、移住者の実績につきましては、４件

で６名の方が上山にいらしておりますので、そ

ういったところを踏まえた中での設定といいま

すか人数を想定しているところでございます。 

○中川とみ子委員長 髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 承知いたしました。それがあ

るから上山に来るという単純な考えにはならな

いかと思うんですが、ただ、しかしながら、そ

ういった一つひとつの細かいところが整理され

て総合的に選ばれるということが大切かと思い

ますので、今後もそういった形で進めていただ

ければと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 ５３ページあるいは５１ペー

ジです。総務管理費の６目になりますけれども、

地域おこし協力隊推進事業費とシティプロモー

ション推進事業費との兼ね合いでお尋ねをする

ものです。 

 最初に、地域おこし協力隊、現在８名と認識

しているんですが、これ間違いございませんで

しょうか。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 現在の人数、６名か

と思います。８名はいらっしゃらないと思いま

す。 

○中川とみ子委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 どこからどこまで数えるのか

ということもあるかと思いますけれども、いわ

ゆるこの予算の項目を見てみますと、結婚支援

のほうがなくなるのかなと。 

 それから、観光支援のほうが新しいところに

は書いていないんですけれども、これはもとも

とないのか、その辺がちょっと気になったとこ

ろでありまして、あとはもう一つ、映像担当が

更新しないというような内容をお聞きしている

わけでございますが、新しい情報発信拠点のほ

うで別枠の仕事内容が違うものを募集するのか、

映像関係は更新を今後ともしないのか、その辺

のことについてお知らせをいただきたいと思い

ます。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 今現在い

らっしゃいます地域おこし協力隊の中で、映像

記録を担当されている方に関しましては、３年

間の任期を終え、今月末で更新せずに終了する

ということになります。 

 さらに、先ほどありましたオウンドメディア

の発信事業に関しまして、今回の記録映像を撮
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られていた地域おこし協力隊のいわゆるスペッ

ク以上に発信事業等をやっていく、そういった

経験ある方といったものを新たに募集したいと

考えておりますが、本予算等の兼ね合いでその

辺りが決まってくるかと思いますけれども、そ

のように考えております。新たに募集をしたい

と考えております。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 結婚支援を行う

地域おこし協力隊員についてお答えいたします。 

 現在、子ども子育て課に結婚支援事業を行う

協力隊員がおりますけれども、令和３年度末で

退任の意向が示されておりますので、令和４年

度については計上しておりません。新たな隊員

の募集は行わなかったところです。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 観光の部門につきま

しては、令和３年度に予算計上しておりました

けれども、募集してもなかなか応募がないとい

う現状が続いておりまして、今、コロナ禍の中

で観光客数の状況等も勘案しまして、このたび

の部分については募集を令和４年度には盛り込

まないという考えでおります。 

○中川とみ子委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 理解いたしました。 

 観光支援についてはそのとおりで、あとは結

婚支援についてはお辞めになると、新たな募集

はしないということでございますが、これまで

果たしてきた役割に鑑みて、今後の業務をどの

ように展開していくかという方針について後ほ

どもう少し聞きたいと思います。 

 確認になりますが、記録映像のほうは募集し

ないで発信業務に集中するということでよろし

いのかどうか。 

○中川とみ子委員長 結婚支援については次の

３款でお願いします。 

 観光・ブランド推進課長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 発信事業

に特化したといいますか、記録映像を撮影した

り編集したり、それを企画として推進していく

人というのは、魅力を発信していくためにかな

りスペックの高い方となってくるかと思います

し、これから発信していくといったところに関

していいますと、またさらに経験がある方とい

ったようなところを新たに募集したいという意

味で、発信に特化するというよりも撮影、編集、

それから音響効果等をやった上で発信ができる

方を募集したいという意味でございます。 

○中川とみ子委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 分かりました。ということは、

記録映像も含めた業務ということでお一人募集

するというようなことでございます。 

 今後とも、地域おこし協力隊員の有効な配置

による市勢の発展というものを模索していく必

要があると思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 私は、オウンドメディアにつ

いてお伺いします。 

 課長のほうから期待する効果ということにつ

いても説明がありましたけれども、オウンドメ

ディアについては私もいろいろネット上などで

調べてみますと、必ずしも効果が表れていない

というところが結構多々あるということが指摘

されております。 

 それで、私もさっき課長のほうから説明があ

ったので大体の目的、目標というものも分かっ

たんですけれども、本市では広報広聴、いわゆ

る広報という部分が１つあるわけですよね、従
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来から。 

 それと、今回のオウンドメディアで発信して

いく中で、まずは本市が持っている内容という

かコンテンツ、何を指して従来のものに、今持

っているコンテンツにプラス新しいものを、ど

ういうものを付け足そうとしているのか。 

 そして、委託料が３，０００万円ですけれど

も、２年目以降はそれはどうなっていくのか。

ここの事業の核となるのが先ほどの地域おこし

協力隊だと思います。 

 そういうことで、まずは今現在、何が足らな

くて新たなオウンドメディアのコンテンツに入

れ込もうとしているのか、まずその辺から、や

っぱり事業の中身が分からなくて議論できない

んですよね、予算の審議が。どんなものができ

るか分からなくて賛成も反対もできないですか

ら、もうちょっと最初のところから出発してく

ださい。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 このコン

テンツに関していいますと、市政の情報から観

光情報、果樹園の情報から特産品情報、それか

ら娯楽スポーツ施設の情報だとかクアオルト活

動、それから上山の暮らし情報、それからふる

さと納税の返礼品のような情報、こういったも

のを扱っていきたいと考えております。 

 じゃあ、どこが違うのかというところでござ

いますけれども、まず情報というものにはいろ

いろな価値がございます。機能的価値とそれか

ら情緒的価値というものがございまして、現在、

上山の持っているいろいろな資源の価値という

のは、どちらかというと、全部が全部とは申し

上げませんけれども、機能の優れた点というの

を訴求されているようなところが多かったと思

います。 

 これだけですと単純な情報ということになり

ますけれども、やはり来訪者に来ていただいて

その魅力を楽しんでいただくといったようなも

ののためには、いわゆる情緒的価値と、つまり

こちらに来て、それを楽しんで、あるいは手に

してどのように楽しめるのかと、どういうメリ

ットがあるのかといったような情報に変えてい

く、これを付加価値をつけると、高付加価値化

といいますけれども、情報にそういった価値を

つけていくということに関して今回目指してい

くものでございますし、委託を考えている点で

もございます。 

 全ての情報が機能的価値だけになっていると

は申しません。情緒的な価値を持ったものもご

ざいますけれども、そういった付加価値のつい

た情報に変換して発信していくことにより、市

民ももちろんですけれども、観光客の方も含め

て来訪につながっていくような情報というもの

に質的な変化というのをもたらしていきたいと

思っています。 

 それと、やはり量です。もともと発信する量

というのがやはり少なかったかと思います。な

ので、市それから事業者共に協力し合ってその

量を増やしていくといったような発信基地と考

えております。 

 令和４年度、このように事業を展開していき

まして、まずＰＤＣＡサイクルといいますか、

その効果がどのようなものになっていくかとい

ったようなものを検証することも大事かと思っ

ております。これまでやったものの結果がどう

であったかという検証が十分であったかという

点も反省を踏まえまして、それらの効果をはか

ったところで、来年以降どのように変えていく

かといったようなことを考えていくべきかと思
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います。 

 ただ、変えていくというものは、情報を発信

し続けるということはぱたっと止めてしまうわ

けにはいきません。ですので、情報は発信し続

けるんですけれども、どのような形でそれを続

けていくかというのは、その検証をもって判断

していくものと考えております。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 概略は分かりましたけれども、

細かいところまではまだすとんと落ちないとい

う、正直なところ、そういうところです。 

 それで、オウンドメディアは、事業に取り組

んでも１か月、２か月では効果が多分出ないん

ですよね。最低３か月あるいは半年ぐらいかか

るかもしれません。そして、何より発信者情報

を見てもらわないと駄目なわけですから、ペー

ジビューがどれぐらい上がっていくのかとかい

う指標もあるかと思いますけれども、私、イン

ターネットラジオというのもこれに付け加える

ことによって効果が増幅するように思うんです

が、そういう計画はここには入っているのでし

ょうか。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 今、委員

がおっしゃられたインターネットラジオに関し

ては、当初の予定のＳＮＳの中には入っており

ません。ですが、皆さんも御存じのとおり、Ｓ

ＮＳというのは、長い時間をかけてきて役割だ

とかターゲットもどんどん変わってきています。

もう単純にインスタグラムだとかフェイスブッ

クだとかツイッターとか、媒体の特性、それか

らそれをよく使っていらっしゃる方の年齢層等

も非常に目まぐるしく変わってきておりますの

で、それらを鑑みながら使っていく媒体を変更

を含めて検討し続けるということは大事かなと

思っております。 

 ですので、インターネットラジオといったも

のの媒体について否定するものではございませ

んけれども、最初、開始時点のときには考えて

いないというところでございます。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 分かりました。やりながら、

走りながら考えるということだと思いますが、

これやっぱり課長も不退転の決意でここは臨む

新しい分野だと思いますので、ぜひ、しっかり

取組をお願いいたします。 

 それで、もう一つ、オウンドメディアの下に

新名物商品等創出事業と３００万円ですけれど

も、これの考え方はどういうことでしょうか。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 市長のほ

うからも、発信だけではないと、やっぱり魅力

を磨かないと意味がないという意見をいただい

ておりまして、やはり上山には優れた観光資源

だけではなく産業の資源等もたくさんございま

す。それらを磨いていくことは大事だと考えて

いるのと、さらに近隣の都市でよくありますよ

うな新しい名産品とか特産品等を開発していく

ことが交流人口、関係人口の拡大につながって

いるケースというのもございます。 

 ですので、これらに着手するという意味で、

公募をする形で新しい商品を作っていく事業者

を募りまして、それに市が協力をして、商品か

ら販売ルート、それからデザイン等も含めて、

そういったことを協力して新たな商品を作って

いくといったようなことで予算を計上させてい

ただいているものでございます。 

 これについては、観光・ブランド推進課、そ
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れから商工課と関連するような部署と協力し合

いながら開発に取り組んでいきたいという意味

で、予算計上させていただいております。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 これで最後にいたしますが、

先ほど課長のほうから情緒的な発信というか、

そういうことがありましたけれども、上山にも

かなり個性的で、それでかなりユニークな取組

をしている市民もたくさんいるわけです。そう

いう人に、実際上山に行って現地で会っていろ

いろ話を聞いてみたりとか、まさに情緒に訴え

るやり方だと思いますが、ぜひ、上山市民の出

番も多くつくっていただくことを要望しておき

ます。 

○中川とみ子委員長 質疑の途中ですが、この

際、１０分間休憩いたします。 

    午前１１時０５分 休 憩 

                  

    午前１１時１５分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 引き続き、１款議会費、２款総務費について

の質疑、発言を許します。神保光一委員。 

○神保光一委員 総務費、シティプロモーショ

ン推進事業費、オウンドメディア運営企画等業

務委託料についてお伺いしたいと思います。 

 こちらの予算３，０００万円の中なんですけ

れども、こちらの中には、例えば、駅前のとこ

ろに入るという形だと思うんですが、そちらの、

例えば、改装費だとか機材なんかも当然必要に

なってくると思うんですが、そういったものが

入ってこの予算額という形なのかどうか、お示

しいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 そういっ

た基地の整備の費用も含まれております。 

○中川とみ子委員長 神保光一委員。 

○神保光一委員 分かりました。 

 またこちらについて１点お伺いしたいことが

ありまして、かみのやま温泉駅前に開設すると

いうお話ですが、要は施設をかみのやま温泉駅

前にあえて開設する意味というか理由というの

をお示しいただきたいと思います。駅前であれ

ば、これは私の考えにはなるんですけれども、

交流拠点に当然なるようなものにしてほしいな

という思いがあるんですけれども、先ほどの説

明だとそういった面が弱いのかななんて思いま

したので、そこをお示しいただければと思いま

す。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 この発信

基地の設置場所については、市内のいろいろな

場所を検討しております。その中で、駅前の立

地を考えたという点について御説明をさせてい

ただきます。 

 まず、神保委員がおっしゃられたように、駅

利用者の立ち寄りだとかいわゆる活性化といっ

た部分で立地的には非常にいいんじゃないかと

いうようなところを１つ考えました。 

 それから、観光案内所も近くにあるというこ

とで、そちらの連携にも適しているということ、

それから市の駅西、駅東の開発計画の中で駅前

というのはハブにもなり得るというようなとこ

ろがありまして、こちらがいいのではないかと

考えた次第でございます。 

○中川とみ子委員長 神保光一委員。 

○神保光一委員 分かりました。 

 次に、もう１点、別なところでなんですけれ
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ども、総務費の移住推進事業費の移住支援金に

ついて１点だけお伺いしたいところがございま

して、先ほど髙橋委員のほうからもあったんで

すけれども、こちらで大体理解はしたんですが、

これの周知についてはどういった形でお考えな

のかというのをお聞きしたくて、というのは、

例えば、上山市内の方であれば市報とかいろい

ろなもので見れると思うんですけれども、対象

の実際使われる方が市外、県外の人になってい

て、効率的に使ってもらうには周知方法という

のをちょっと考えなきゃいけないのかなと思い

ますので、そちらについてお示しください。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 今、想定をしております

のは、市内の企業の皆さんに補助の内容をＰＲ

させていただきたいと、市外からの新入社員で

すとかそういったところで採用するということ

が考えられますので、まずは商工課、それから

商工関係と連携して情報を出していければなと

考えているところです。 

 なお、ホームページといったところでも、Ｓ

ＮＳといったものを使いながら周知を図ってま

いりたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 神保光一委員。 

○神保光一委員 分かりました。細かいところ

までありがとうございます。 

 去年から引き続き、単身世帯の居住地の補助

なんていうのも行っていて、今回の引っ越し費

用の補助なんていうのも結構すごくありがたい

というか面白い政策なのかなと思っています。 

 そういったところで、上山の企業に勤める方

だけでなくて、逆に、これからなんですけれど

も、山形の企業に勤める方が上山市に住むなん

ていうことも十分できるように思いますので、

そういったもっと広いところでこれから考えて

いただければと思っております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。大沢芳朋委員。 

○大沢芳朋委員 先ほど、戸籍住民基本台帳事

務費ということで、コンビニで証明書が取れる

というようなことでございましたけれども、附

属資料を拝見しますと、コンビニ等でというよ

うなことも書かれておりますが、郵便局なんか

も入っていらっしゃるんでしょうか。その等に

ついて伺いたいと思います。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 等の部分でございま

すけれども、コンビニでの交付以外のところと

いいますと、市役所の市民生活課窓口におきま

して、マイナンバーカードを利用して、従来で

あれば証明書を発行するのに利用者からお書き

いただいた申請書、その申請書を書く必要のな

いような端末を窓口に設置することを考えてお

ります。 

 また、全国で５７店舗の郵便局でキオスク端

末が既に導入されておりますので、導入済みの

郵便局ではコンビニ交付で交付を受けられます。 

○中川とみ子委員長 大沢芳朋委員。 

○大沢芳朋委員 端末がないとなかなかできな

いというようなことだと思いますけれども、全

国を見ますと、郵便局でもできるというような

ところもございますので、ぜひ、今後も進めて

いただきたいなと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。佐藤光義委員。 

○佐藤光義委員 私もシティプロモーションの

オウンドメディアのことについてお伺いしたい

と思います。 

 こちらのほう委託料として３，０００万円と

なっております。こちら先ほど枝松委員のほう
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からも２年目以降どうなるのかということあっ

たんですけれども、毎年３，０００万円ほどか

かっていくのかということをもう一度お示しい

ただきたいと思います。 

 あと、本市の魅力を発信するということは非

常に大切な事業だと思います。課長の任期期間

というのもあります。非常に大きな事業だと思

いますけれども、課長の任期終わった後、どう

いう引継ぎ等されるのかとか、課長が思い描い

ているビジョンの計画をしっかりと引き継げる

ものになっているのかということをお示しいた

だきたいなと思います。 

 あと５５ページの防犯対策費についてであり

ますけれども、ヨーク付近と明新館高の付近で、

非常に暗くて夜間、自転車に乗っている方と接

触しそうになったという情報がありまして、そ

この対策として防犯灯とかの設置とか、実際、

私も通ってみたら学校側の明かりがないとちょ

っと暗いなと、グラウンドとかそっちのあるほ

うの道路ですか、そこの対策についてどういう

ふうにお考えなのかお示しください。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 まず１つ

目、２年目以降も同じような費用がかかるのか

という点に関してですけれども、２年目以降の

予算の点につきましては、現時点で何とも申し

上げにくい、できないところではございますけ

れども、開設の費用の中に先ほどの拠点の整備

という部分、初期投資の部分でかかる費用もご

ざいますので、そういったものはかなり低い金

額にもちろんなると思っておりますけれども、

これを継続していくためには、先ほど申し上げ

たＰＤＣＡというか、検証していって何が効果

的でどういった費用が削減できて、さらに言え

ば必要なのかといったところを検討して、予算

組みをさせていただくことになろうかと思いま

す。 

 なぜ、この３，０００万円という金額になる

のかという点について申し上げますと、これは

拠点をつくることが目的ではなく、情報を発信

していくのを官民一体となってやっていくとい

ったようなことに主眼がございます。ですので、

これらの企画をすること、それから撮影、編集、

配信をしていく技術というものは、もちろん市

の職員だけでは駄目ですので委託をすることに

なろうかと思いますけれども、さらに言えば、

その効果検証だとか、もう一つ大きなところは

これらを運営する、あるいは発信する技術、手

法のレベルをアップさせる、市民の方にも使っ

ていただいて、その技量をアップしていただく

という点に費用をかけていく、つまり育成する

んです。研修したりワークショップをやったり

セミナーやったりというところで、そういった

技術をアップしていくことも必要かと思います。 

 そして、市全体で民間の事業者の方も市民の

方もそういった発信の仕方の技術が上がってい

くことで、さらに効果も増していくというとこ

ろで、そこに係る費用というのも想定しており

ます。 

 それからオウンドメディアをつくったときに、

それそのものも知っていただかなければいけな

いという部分の費用も入ってきますので、それ

らのことだとか近隣のメディアに対するＰＲ活

動、コミュニケーション活動といったような費

用も含めての金額になりますので、多岐にわた

ると申し上げたほうがいいかと思いますけれど

も、場所をつくるだけではなく、発信する人を

育て、そしてそれらを知っていただくといった

費用にこれだけの金額がかかると考えておりま
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す。 

 それらをやることによりまして、私の任期が

終了した後も、言及することではないかもしれ

ませんけれども、そういった人材が育つ、育て

るといったのがこの事業のもう一つの目的でも

ありますので、御理解いただければと思います。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 御質問のあったヨー

クタウンから明新館高校に向けての防犯灯設置

についてでございますけれども、現在、令和４

年度に防犯灯の設置する候補、私どものほうで

も洗い出しをさせていただいているところでご

ざいますけれども、立地的にかなりの人が通行

する場所でもありますし高等学校も近いという

ことで、優先順位を高くして候補とさせていた

だきたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 佐藤光義委員。 

○佐藤光義委員 大体の計画というか課長の思

いというのは、分かりました。 

 その中で、課長がいなくなった後も大丈夫な

ような人材を育てるというところなんですけれ

ども、予定での開設時期とかそういったものも

具体的に分かる目標としているものがあればお

示ししていただきたいのと、先ほど神保委員か

らもあった質問の答弁の中で、観光案内所との

連携が必要だということもあったんですけれど

も、新たに情報発信施設を開設するのは観光案

内所の中というのは不可能なのかなというとこ

ろも、可能であれば、観光案内所内に設置でき

ればもっと事業費も低く済むのかなと思うんで

すけれども、その辺もお示しください。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 まず、観

光案内所の施設の中にできないかという点なん

ですけれども、今回、スタジオ等を設置する際

にいろいろなスペースが必要になるんですけれ

ども、現時点ではもちろんテナントがいらっし

ゃるというところ、それからスペースを考えた

ときにちょっと広さが足りないかなというとこ

ろがございまして、観光案内所の中に開設する

のは非常に厳しいかなというところを検討した

次第でございます。 

 もう一つは、開設する時期の見込みでござい

ます。まず、これは委託する業者様というのを

公募型のプロポーザルで考えておりますけれど

も、そちらの業者様が決まった後に準備を始め

るわけですけれども、あと拠点の整備といった

ところも考えますと、現時点で想定しているの

はグランドオープンを８月の頭といったような

ことを想定しておりますが、情報を発信するこ

とは準備が整い次第できるようなことになりま

すので、プレオープンみたいな形で配信ができ

るようになればいいかなというのが想定という

か希望でございます。 

○中川とみ子委員長 佐藤光義委員。 

○佐藤光義委員 ８月にグランドオープン予定

ということで、そこから１年足らずでどれくら

いの人材を育成できるのかというのは非常に難

しいかもしれないんですけれども、課長の思い

をしっかりと引き継いでくれるように努力して

いただきたいなと思うところであります。 

 では、先ほどの防犯灯の件に関しては分かり

ました。今後とも、しっかりと子どもたちや市

民の安全のために、優先順位等を鑑みながら計

画のほうをよろしくお願いいたします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。石山正明委員。 

○石山正明委員 これは人事に関わることです

ので市長にお伺いいたしますが、先ほどから観
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光・ブランド推進課長については、任期、任期

というお話がありましたけれども、この事業は

非常に上山市にとって将来を担うに当たって非

常に大きな事業だと考えております。課長の前

任の会社についても非常に優秀な人間だという

ことをお聞きしております。ですから、事業途

中でこの事業を引き継いでいくというのは大変

惜しい人材だなと思っておりますので、ぜひ、

本人の希望もあるでしょうけれども、今後とも

観光・ブランド推進課を担っていただくような

形でもうちょっと延ばしていただけないかとい

う気がしているわけですけれども、市長はどの

ようにお考えなのか、まずお聞きします。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 今回は、内閣府の制度を利

活用して民間からということで来ていただいた

わけでございますが、基本的には２年というこ

とでございます。１つには、その制度があるわ

けです。２年間という制度がありますので。あ

ともう一つは、従前におられた会社の関係もご

ざいますので、ここで延ばしていただきたいと

か期限付ですかということは軽々には言えない

状況にもありますし、また同時に、この事業が、

皆さん大分心配されている面もありますので、

その事業が来年の３月までの中でどういうふう

な推移を見るのか、その辺なんかを総合的に判

断して人事は考えたいと思っています。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 総務費の総務管理費、消費者

行政費についてお伺いします。 

 本年４月からですか、１８歳以上のクレジッ

トカードを作成できるということをお聞きして

いますけれども、これについてのトラブルにつ

いても想定されるということも伺っています。

啓発活動等の予定についてお伺いします。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 新成人向けの啓発に

つきましては、令和４年度の中で計画をさせて

もらっております。新成人で約３００人ほどと

いうことで見込んでいるところでございます。 

○中川とみ子委員長 棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 いわゆる高齢者が主になりま

すけれども、特殊詐欺も、消費者保護、消費者

行政については、郵便局、コンビニなどで未然

に防げているという成果もあります。 

 しかしながら、このクレジットカードについ

ては、いわゆる新成人が持っているスマホで一

発でできちゃうということもあるわけです。そ

ういった点で、より啓発が必要だと思いますけ

れども、そういった点で具体的にもしあればお

伺いしたいということ。 

 もう一つ、２つ目になりますけれども、防災

対策推進費のハザードマップ作成事業委託料と

いう項目があります。このたび、中山地区等の

指定に伴い、ハザードマップを修正するとあり

ます。そして、それとともに防災ファイルの更

新ということもあります。ハザードマップにつ

いては、全市、市内全域についてのハザードマ

ップの更新なのか、そしてどういった形での提

供になるのか、お伺いいたします。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 新成人向けの啓発に

つきましては、市内高校等と連携を取りながら、

物品の配付等で啓発を図るとともに、ホームペ

ージ等でも十分啓発を図ってまいりたいと考え

ております。 

○中川とみ子委員長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 ハザードマップの更新の

部分でございますけれども、こちらにつきまし



 －１４３－ 

ては、先ほど委員がおっしゃったとおり、中山

地区などを含めた今回新たに土砂災害警戒区域

というもので指定を受けたところで変更があっ

たという部分のみを対象としております。ただ、

防災のハザードマップそのものが防災ファイル

の中に両面でつづられているという関係もあり

ますので、提供につきましては、そこの該当す

るページの部分を両面印刷したものを市民の方

に配布するような形で差し替えをいただくとい

うことを考えているところでございます。 

○中川とみ子委員長 棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 まず、消費者行政のほうなん

ですけれども、市内高校とも連携というのがあ

りました。選挙管理委員会の啓発活動も市内の

高校にというのはありますけれども、市内高校

のみならず高校生はいるわけです。ですので、

消費生活センターだよりでしたっけ、そういっ

たものも含めてしっかり周知というんですか、

おうちの人からもしっかり新成人に対して啓発

が伝わるような形でぜひお願いしたいと思いま

す。 

 あとハザードマップについては、これは今お

伺いしましたけれども、防災ファイルとの整合

性もしっかり考えていらっしゃるということで、

ぜひ防災ファイルについて、前回、更新のとき

に全ページでしたっけ、ビニールの袋に入って

かなり大がかりな差し替えがありましたけれど

も、あえてそうではなくて今回ハザードマップ

の部分と理解してよろしいのか。なぜそういう

ことを聞くのかというと、全ページをそのたび、

そのたびやるとかなり無駄が生じるかと思いま

すので、そういった点の確認だけさせていただ

ければと思います。 

○中川とみ子委員長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 防災ファイルにつきまし

ては、具体的に言いますと、先ほど言った土砂

災害警戒区域等の範囲の更新になった部分とい

うことで、ただ両面印刷の関係がありますので、

ページ数にしますと１４ページ分ということで

７枚、その部分が更新となるということでござ

います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 企画調整管理費についてお伺

いします。 

 やまがたＡＩ部運営コンソーシアム負担金に

１００万円と予算が計上されております。施政

方針の中では、これまで支援しておりますとあ

りました。 

 まず１点目、これまでどのような支援をして

いたかが１点。 

 あと２点目は、やまがたＡＩ部の活動がちょ

っと具体的にぴんとこないところがあるので、

活動内容について。 

 ３点目については、コンソーシアムに関する

負担金を本市が拠出することによるその効果に

ついて。 

 以上、３点についてお伺いいたします。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 これまでの支援とい

うのは、金額面での支援はしてきませんでした

が、活動自体の周知とか、あと企業が、活動に

参加されている企業もおられますので、そうい

った意味合いでの支援をこれまではしてきたと

ころでございます。 

 あと活動内容でございますけれども、基本的

には高校生の部活動のような形でＡＩ部という

のが置かれている高校がございます。その中で、

そういったＡＩ技術の取得とかＡＩ技術を使っ

た今後の企業への就職等について、要は大学卒
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業してから就職する方が多くおられるかと思い

ますけれども、そういった企業での受入れ体制

のことなどについても、企業訪問することによ

って理解を深めていくというようなことで、地

元に回帰するような流れをつくるという意味合

いも持ってございます。そういったＡＩという

新しい技術を活用して企業での新しい分野での

就職面の期待という部分もございますので、そ

ういったことを総合的に活動の中でやられてい

るということでございます。 

 本市についての効果でございますけれども、

本市も当然ながら、市内へ若者の回帰という部

分についての対策をしてきているわけですけれ

ども、これらについてＡⅠ部の活動の中で、本

市出身の学生の方とか本市以外の方でも本市内

の企業のほうに、例えば、就職する等の期待が

あるかと思っております。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 この件でございますが、実

は明新館高校はＡＩ部がないわけでございます

けれども、今、企業の方々、これからものづく

り産業が特にそうですが、大変危機感を持って

企業が頑張っているという状況にあります。 

 学校が存在する自治体で応援している自治体

も当然あるわけでございますが、うちはありま

せんけれども、ただ、子どもたち、高校生が市

外の高校に行っている方がたくさんいるわけで

すから、市内にはないという限定じゃなくて、

やっぱり上山市の子どもたちがそういったＡＩ

環境を勉強するということについてはこれから

大変重要だという判断をさせていただきまして、

今回、支援をさせていただくことにいたしまし

た。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 市内の高校にないと思ったん

ですがと言おうと思ったんですが、答弁をいた

だいたので、納得いたしました。 

 次になんですけれども、まず、令和４年度か

らデジタル推進係を立ち上げるということで、

外部の方からアドバイスをいただくというよう

なことでございます。その内容について、その

外部の方の処遇、例えば、本市予算内に賃金の

部分であるとかが措置されているのか等につい

てお伺いいたします。 

○中川とみ子委員長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 こちらの外部の方の活用

という点でございますけれども、こちら今、観

光・ブランド推進課長も来ていただいておりま

すけれども、内閣府の地方創生人材支援制度の

デジタル専門人材派遣制度というものがござい

まして、それを活用して対応したいということ

でございます。 

 なお、身分につきましては、非常勤の特別職

という形で係のほうに配属をさせたいと考えて

いるところでございます。 

 現在、この事業、大変人気となっておりまし

て、今、具体的な人材についても交渉している

ところでございます。 

 経費につきましては、非常勤特別職でござい

ますので、報酬という形で定めたいというよう

なことで、具体的な金額については、今現在、

調整中ということでございます。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 改めて、令和４年度はこうい

う形で採用されるということでありますが、単

年度のものなのか、また観光・ブランド推進課

の課長のように複数年度にかかるものなのかに

ついて、改めてお示しください。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 基本的には、まず令
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和４年度については、要は市内の課題にどのよ

うな形でデジタル対応していくかということで、

デジタルが対応できるような課題がどういうも

のに当たるのかといった課題抽出等をしていた

だく予定でございます。 

 その後については、実際の導入について令和

４年度で計画も立てていくわけですけれども、

そういった導入の手順等についても支援をいた

だく予定でございますので、複数年という考え

方でございます。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 今の件については了解いたし

ました。よろしくお願いいたします。 

 あと賦課徴収費について伺います。賦課徴収

費について、令和３年度よりも大幅に予算が増

額された措置ということで、その内容について

は先ほど財政課長の説明の中で伺ったところで

ございます。その中で、滞納整理事務という部

分についての予算という部分では、令和３年度

と比較してどのようになっておられるかについ

てお示しいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 滞納整理システムは、平

成２８年に最初に導入して、これまで一度シス

テムを切り替えております。 

 今回につきましても、一定の使用期間を過ぎ

てシステムの運用業務そのものを見直しながら

システム運用して、滞納額をなるべく減らせる

ような形で効率的に運用できるような形で今回

の運用業務の委託料等を試算して予算化してい

るものでございます。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 当然、税負担の公平性からも

滞納の整理また収納率の向上に関しては努めて

いただくべきと考えておりますが、収納率の向

上について、令和２年度から令和３年度にかけ

ては向上したと思うんですが、令和４年度の見

込み、また収納率向上に関しての具体的数値目

標等を考えておられるのかについて、改めてお

示しいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 今、委員おっしゃられた

ように、令和２年度分につきましては大分向上

しております。 

 令和３年度分の見込みとしましては、昨年度

に比べて若干やっぱりちょっとコロナの影響等

もありまして、かなり分割納付の相談等も増え

ておりますので、その辺のところ、令和２年度

に比べて若干落ちているというのが状況です。 

 令和４年度につきましては、滞納整理システ

ムで、滞納者の状況というのはそれぞれ担当職

員が明確に見ることができておりますので、そ

れぞれ的確に対応していくということで、目標

としては、やっぱり令和３年度ちょっと落ちて

おりましたので上げていきたいという目標はご

ざいます。ただ、やはりちょっとコロナの影響

というものが予測できない部分ありますので、

ただ目標としては収納率を上げていきたいとい

う思いでございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認め

ます。 

 この際、正午にもなりますので、昼食のため、

休憩いたします。 

 午後は１時から会議を開きます。 

    午前１１時５６分 休 憩 

                  

    午後 １時００分 開 議 
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○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、３款民生費について、当局の説明を求

めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 それでは、３款民生費に

ついて御説明申し上げます。 

 ６２、６３ページをお開き願い、下段を御覧

ください。 

 １項社会福祉費でありますが、１目社会福祉

総務費は３億８，１９６万８，０００円で、前

年度対比１，３９３万２，０００円の増であり

ますが、灯油購入費等助成事業費を年度当初か

ら計上したことなどによるものであります。 

 社会福祉総務費では、福祉バスの管理運営経

費、福祉大会の開催経費、結婚サポーターへの

報償金などのほか、国の制度を活用し、本市に

居住する夫婦に住宅賃借料などを助成する結婚

新生活支援事業費補助金を措置し、民生委員・

児童委員活動費では、民生事業協力員活動費交

付金など、民生委員の活動に要する経費を措置

するものであります。 

 社会福祉関係団体助成費では、次のページ、

６４、６５ページをお開き願います、社会福祉

協議会など社会福祉関係団体への補助金、老人

福祉センター寿荘改修工事補助金などを措置し、

人権啓発活動事業費では、人権意識の向上、啓

発を図るため、小中学校への花の苗・種子など

を配布する経費などを措置するものであります。 

 灯油購入費等助成事業費では、冬期間におけ

る低所得世帯等への生活支援策として、灯油の

購入費などに対する扶助費を措置し、基金積立

金では、長寿社会福祉基金の利子分を積み立て

るものであります。 

 国民健康保険特別会計繰出金では、保険基盤

安定、職員給与、財政安定化支援など、繰り出

し基準に基づく繰出金を措置し、ほか職員人件

費であります。 

 ２目障がい者福祉費は６億６，８４５万３，

０００円で、前年度対比１億２，３２１万３，

０００円の増でありますが、扶助費の実績見込

みによるものであります。 

 障がい者福祉事業費では、扶助費として更生

医療給付費、障がい者世帯除雪費助成、福祉タ

クシー利用料、身体障がい者リフト付タクシー

の利用料などを措置し、地域生活支援事業費で

は、相談支援の運営委託、訪問入浴サービス、

成年後見制度の利用支援、日常生活用具給付な

どに係る扶助費を措置し、障がい福祉サービス

給付費では、支援区分審査会の経費、生活介護、

自立訓練、就労支援、補装具の交付・修理を支

援する障がい福祉サービス給付に係る扶助費な

どを措置するものであります。 

 ３目高齢者福祉費は１３億８，１２７万９，

０００円で、前年度対比２，３０８万２，００

０円の増でありますが、山形県後期高齢者医療

広域連合への負担金及び後期高齢者医療特別会

計繰出金の増などによるものであります。 

 高齢者福祉事業費では、次のページ、６６、

６７ページをお開き願います、シルバー人材セ

ンター運営補助金、敬老事業補助金、老人クラ

ブ活動補助金、養護老人ホーム入所者への扶助

費などを措置するものであります。 

 介護保険利用者負担軽減事業費では、社会福

祉法人が実施する低所得者向けの利用者負担軽

減に対する補助金を措置し、在宅高齢者支援事

業費では、緊急通報システム、移送サービス、

紙おむつ支給など、介護保険以外の在宅福祉サ

ービスに係る委託料や扶助費を措置し、後期高

齢者医療事業費では、後期高齢者の療養給付費
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に係る山形県後期高齢者医療広域連合への負担

金などを措置し、常設高齢者サロン運営費では、

常設高齢者サロンの運営に要する経費を措置す

るものであります。 

 介護保険特別会計繰出金及び後期高齢者医療

特別会計繰出金につきましては、それぞれ繰り

出し基準により繰出金を措置し、ほか職員人件

費であります。 

 ４目国民年金費は２，１５２万４，０００円

で、前年度対比１９０万円の増でありますが、

職員人件費の増によるものであります。 

 国民年金事務費では、国民年金に係る事務経

費を措置するほか、職員人件費であります。 

 ５目医療給付費は２億４，５０６万８，００

０円で、前年度対比１，５８８万円の増であり

ますが、子育て支援医療給付費における扶助費

の増などによるものであります。重度心身障が

い（児）者医療給付費では、重度心身障がい

（児）者への医療給付に係る扶助費などを措置

するものであります。 

 子育て支援医療給付費では、次のページ、６

８、６９ページをお開き願います、新たに高校

３年生等までの児童生徒等の医療費の無料化に

係る扶助費などを措置し、ひとり親家庭等医療

給付費では、母子家庭、父子家庭等における医

療費負担に対する扶助費などを措置するもので

あります。 

 ６目福祉給付費は２，２４４万５，０００円

で、前年度対比１３９万円の増でありますが、

身体障がい者・知的障がい者福祉給付費で、障

がい者の生活支援として特別障がい者手当、障

がい児福祉手当、重度障がい児手当などの扶助

費などを措置するものであります。 

 次に、２項児童福祉費でありますが、１目児

童福祉総務費は５億１，４５７万５，０００円

で、前年度対比２，２２７万５，０００円の減

でありますが、職員人件費の減などによるもの

であります。 

 児童福祉総務費では、病児保育室「ぽかぽ

か」の運営に対する補助金、子ども子育て会議

の開催、保育料の通知などに要する経費を措置

し、母子等福祉費では、児童扶養手当、母子家

庭、父子家庭等の自立支援に要する経費、高等

職業訓練促進給付金などを措置し、家庭児童相

談室費では、家庭児童相談員による相談支援活

動などに要する経費を措置するものであります。 

 次のページ、７０、７１ページをお開き願い

ます。 

 青少年指導センター費では、青少年の健全育

成のため、青少年指導員活動費などを措置し、

総合子どもセンター事業費では、総合子どもセ

ンター「めんごりあ」の指定管理料、二日町プ

ラザ管理組合への施設維持管理負担金、ファミ

リー・サポート・センター利用助成費などを措

置し、新たな事業である子ども家庭総合支援拠

点事業費では、本来大人が担うようなケア責任

を負っている児童・世帯の相談支援を行うため、

ヤングケアラーコーディネーターの配置に要す

る経費を措置するほか、職員人件費であります。 

 ２目児童措置費は１１億８，２７８万２，０

００円で、前年度対比１，１４３万７，０００

円の減でありますが、児童手当給付費において

対象人数の減による扶助費の減などによるもの

であります。 

 保育所等管理運営費では、市立２保育園の管

理・運営経費、民間立保育園、認定こども園に

対する児童保育事務委託料、施設型給付費など

を措置し、保育所等特別保育事業費では、市立

保育園での延長保育、民間立保育園、認定こど

も園での一時預かり、延長保育などに要する経
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費、市立保育園でのＩＣＴ化推進事業や届出保

育施設等の保育料負担軽減に係る経費などを措

置するものであります。 

 児童館等管理運営費では、中川児童センター

の管理、運営に要する経費などを措置し、次の

ページ、７２、７３ページをお開き願います、 

放課後児童対策事業費では、市立放課後児童ク

ラブの運営業務委託料、民間立放課後児童クラ

ブへの運営補助金などを措置するものでありま

す。 

 児童手当給付費では、中学校修了までの児童

の養育に対する児童手当支給に係る扶助費など

を措置し、障がい児施設給付・医療費では、発

達障がい児の放課後等デイサービス、児童発達

支援、障がい児相談支援に係る扶助費などを措

置するものであります。 

 ３目児童福祉施設費は１，１８４万７，００

０円で、前年度対比３１３万３，０００円の減

でありますが、保育園整備事業費の減によるも

のであります。 

 児童遊園管理費では、市内３か所の児童遊園

の管理費及び遊具の修繕費などを措置し、保育

園整備事業費では、市立保育園２園の修繕費な

どのほか、しらさぎ保育園のテラス屋根改修工

事費、みなみ保育園の厨房用エアコン更新工事

費を措置し、児童館等整備事業費では、各施設

の修繕費のほか、南児童センターの男子トイレ

洋式化工事費を措置するものであります。 

 次に、３項生活保護費でありますが、１目生

活保護総務費は４，５９５万６，０００円で、

前年度対比９６６万７，０００円の増でありま

すが、生活保護システム更新経費の増などによ

るものであります。 

 生活保護総務費では、嘱託医報酬などのほか、

次のページ、７４、７５ページをお開き願いま

す、生活保護の面談相談及び就労支援に係る会

計年度任用職員の経費並びに生活保護システム

の更新経費を新たに措置し、生活困窮者自立支

援費では、生活保護受給者以外の生活困窮者に

対して、上山市生活自立支援センターを通じて

包括的な支援を行う経費などを措置するほか、

職員人件費であります。 

 ２目扶助費は２億７，３００万円で、前年度

と同額でありますが、生活保護援護事業費で、

生活保護費に係る扶助費を措置するものであり

ます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑、発言を許

します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 まず、６７ページの子育て支

援医療給付費についてです。医療費無料化が高

校３年生まで対象が拡大されるということで、

子育て支援として大変有意義なものとして評価

します。 

 その中身についてちょっとお伺いをしますが、

窓口負担を無料化するということで、外来通院

の医療保険の範囲を全てカバーするという理解

でよろしいでしょうか。保険薬局の薬代も含め

て無料化になるという理解でよろしいでしょう

か。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 通院、入院に係る費

用、全て無料になるものでございます。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 それで、入院した場合の食事

代についてなんですけども、一般の場合は、医

療保険から外されまして療養費という区分にな

っているようですけども、１食４６０円の負担

になっているようです。ただ、よくよく考えて



 －１４９－ 

みれば、この病院給食というのはやっぱり治療

の一環でありまして、例えば、糖尿病で教育入

院したといった場合はこの食事療法というのは

非常に重要な治療になるわけですけども、子ど

もが入院した場合の食事代についても同様の負

担が生じるわけでしょうか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 食費につきましては、

同様にお子様の場合でも負担がかかるものでご

ざいます。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 それで、やっぱり調べてみた

ら、例えば、日光市では、入院時の食事療養費

も無料にしているところもありまして、あるい

は東京都内のほとんどの区では、高校３年生ま

でではありませんけども、やっぱり入院時の食

事療養費も無料にしているというところも結構

ありましたので、今後の検討課題にしていただ

きたいと思います。 

 続きまして、７１ページの子ども家庭総合支

援拠点事業費４００万円計上されていますが、

ヤングケアラーコーディネーターを配置して、

児童虐待、子どもの貧困、ヤングケアラーへの

対策を行うということですけども、ヤングケア

ラーコーディネーターというものをどこの場所

に配置して、どのような人材を配置するのか、

そしてどのような活動を展開するのか、お示し

ください。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 まず、配置の場

所でございますけれども、子ども子育て課子育

て支援係に配置いたします。 

 どのような役割を担う方かといいますと、関

係機関や民間支援団体と連携しまして、ヤング

ケアラー、大人が担うようなケア責任を引き受

けている子どもたちですけれども、このような

子ども、そして家庭を直接的な支援をする。そ

れに加えて、認知度はなかなか高くないという

こともありますので、広報や啓発活動をしてい

くものでございます。 

 また、どのような資格者と申しますのは、国

の補助を活用して配置するものでありますけれ

ども、国の要綱では有資格などについては示さ

れてはおりません。ただ、本市といたしまして

は、子どもや家庭に寄り添い支援ができる関わ

り方、受け止め方にスキルを有する方が欲しい

ということで、臨床心理士、公認心理士のよう

な資格者を考えております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 最近のニュースでも、児童虐

待というのは非常に連日のように報道されてい

ますし、やっぱりヤングケアラーというのもな

かなか我々の目に見えにくい子どもたちだと思

います。そうした困っている子どもたちに対し

て、やっぱりこちらからアウトソーシングして、

訪問して、そういう事例をきちんと把握すると

いうことが必要になってくると思いますので、

その辺も含めてお願いしたいと思います。 

 次に、７３ページの生活保護総務費１，３０

０万円計上されていますけども、今後、生活保

護面接相談員兼被保護者就労支援員の配置とい

うことですけども、これまでのケースワーカー

とどのように変わってくるのか、まずお示しく

ださい。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 これまでの生活福祉係に

は生活保護のケースワーカー２名おりましたけ

れども、生活保護の対象者は年々増加しており

まして１５０世帯います。国の基準では、１人

当たりケースワーカー８０世帯までとあります
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のが、なかなか生活保護の開始に時間が費やさ

れておりますので、今回、予算化しております

生活保護の就労支援員につきましては、より就

労へ結びつく支援を実施していただく。具体的

には、職安への同行訪問をして就労に結びつく

ような支援をしていただく予定であります。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 そうすると、相談に対応する

ケースワーカーはまずこれまでどおり２人で、

就労支援員をまずほかに強化するというような

理解でいいんですか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 大まかにはそのような考

えですが、面接ということも役割としてありま

すので、生活保護の実際に開始まで至らない生

活保護の制度についての面談とかを担っていた

だく役割も考えております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 ３款民生費２項児童福祉費

について、総合子どもセンター事業費というよ

うなことで、８，９００万円が提示されており

ますけれども、総合子どもセンターの場合、め

んごりあですけれども、令和４年度で指定管理

をどうするのかということが示されておりませ

んけれども、今後、続けていくとなれば、やは

りこの金額もそうでしょうけれども、様々な今

までの効果的なことも含めてどういうふうにす

るのかというようなことも含めてお伺いしたい

んです。 

 それで、この東京ドームへの委託料について、

令和５年度、今度、来年度ということになるわ

けですけれども、これも含めて更新をするとい

うようなことの運びでどのように移行していく

か、お示しください。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 令和４年度に計

上しております総合子どもセンターの委託料、

指定管理料については、東京ドームとは指定管

理期間が５年間ということで、最終年度の５年

目の委託料を計上しているものでございます。 

 その後、令和５年度以降は次期契約というこ

とになりますけれども、こちらについては当初

予算に反映しているものではございません。 

 ただ、考え方といたしまして、これまで４年

ほど経過しているわけですけれども、総合子ど

もセンター「めんごりあ」は、単に子どもたち

の安全・安心な遊び場ということだけではなく、

やはり親の交流、そして親への支援の場でもあ

る遊び場であるとともに、子育て支援センター

であるという重要な機能がございます。これに

ついては、利用者の方が日々の子育てに必要な

サービスを受けることができる施設と考えてお

りますので、この機能については、これからも

継続していかなければならない必要な施設と考

えております。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 当然、子育てするなら上山

というようなそちらの面からいっても、このめ

んごりあは重要な総合子どもセンターとは、私

も自覚しておりますけれども、この利用度です

けれども、隣の山形市に、新年度、新しい総合

子どもセンターができるというようなことで、

今、現状、コロナ禍で上山市民のみというよう

なこともありましたけれども、従来、山形市も

近隣も全て上山のめんごりあを使用できたとい

うようなこともありますので、本当に近い場所

に新しい山形市のセンターができるというよう

なことがありますので、どういう活用を、結局

減少するというようなこの状況で、その辺のと



 －１５１－ 

ころも鑑みて、やはり大事なところだなと思う

んです。その辺のところはどういう移行をして

いかれるか、お尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 子どもセンター

のめんごりあの利用者については、先ほど委員

からありましたように、市のめんごりあの利用

者は山形市の方が非常に多いという状況でござ

いました。現在は市民限定にはしておりますけ

れども、周辺地域からの来場者が非常に多いと

いう状況でございました。 

 また、山形市の南部のほうにもできる影響は、

市の施設にとっては避けられない、来館者の減

少があるのかなとは考えております。 

 ただ、本市のめんごりあについては、まちな

かに立地しているという優位性があり、あとは

施設の長所を最大限に生かした地域連携なども

なされているところですので、周辺施設とは差

別化を行いながら魅力的なサービスを展開して

いければいいなと思っております。 

 金額などにつきましては、まだこの時点で申

し上げられるものはありませんけれども、指定

管理期間の実績と効果について検証をしっかり

行った上で、適正価格というものを設定してい

きたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 まちなかにあるメリット、

そして屋根のあるメリット、駐車場にそういっ

た効果があるというようなこと、全て差別化と

いうような言葉が出ましたので、ぜひ、そうい

ったところをやっぱり重要に発信していただく

というようなことを、ぜひ、今後ともお願いし

たいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 社会福祉総務費の中で、結婚

サポート事業についてでありますが、先ほどの

私の発言の中で地域おこし協力隊絡みの質問の

続きであります。 

 今回、任期を残して協力隊員がお辞めになる

んだけれども、その代替の募集は行わないとい

うことが示されたわけでありますが、実際行わ

れている事業の中では、非常に協力隊員の推進

が役に立っているということでありました。そ

ういう中において、新年度における方針の転換

とかあるいは事業内容の変更とか、そういうも

のに変更があるのかどうかお尋ねをいたします。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 現在、子ども子

育て課に配置されている地域おこし協力隊です

けれども、この協力隊員の配置に当たっても、

数年来募集を行ってようやくこちらが求める条

件にマッチした方を配置した。この方が任期半

ばにして退任というのは、私どもとしても非常

に残念に思っているところです。 

 実際に、結婚サポーターと共に活動をしてい

ただいたこれまでの成果としまして、私は３つ

考えております。まず、地域おこし協力隊が結

婚支援事業に関わったということで、外から目

線を取り入れて相談者や若者が求めるニーズに

応じたイベント、出会いの場を創出してきたと

いうこと。あとイベントの開催などについて、

ある程度ノウハウが確立できた、イベントのや

り方が確立できた。あとは、このイベントへの

参加をきっかけにして相談につなぐことができ

る仕組みを構築することができたという、この

３つが成果だと思っております。 

 この隊員を配置するのに当たって非常に苦労

したという経緯もありまして、募集してすぐに

後任が配置できるかというとそうではないとい
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うところで、現在の結婚サポーターと共に協議

を行ったところです。 

 今後、令和４年度の事業をどうするかという

ときに、その中で、先ほどのような成果を踏ま

えまして、本来の結婚サポーターの仲人活動に

重きを変更しまして、本来の仲人活動を重視し

た活動、そしてサポーターが活動しやすい環境

を整えるということに特化しようと考えました。

これは方向性の転換でございます。 

○中川とみ子委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 御説明ありがとうございます。 

 人口問題の解決のスタートラインを担う事業

として、今後とも結婚サポート事業というのは

重要性があるものと思います。失われた機能を

職員あるいはサポーター自身がカバーしていく

というような方針でございますが、今後とも発

展を望むものであります。終わります。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ２目児童措置費でござい

ますけれども、児童館等管理運営費、中川児童

センターでありますけれども、閉館を１年間延

ばしていただいたという経緯がございます。本

当に課長には御苦労かけたと思っているところ

でございますが、今後、運営についてどのよう

になっていくのかをお示しいただきたいと思い

ます。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 中川児童センタ

ーにつきましては、廃止時期を、当初、こちら

のほうでは令和３年度末廃止ということで提案

をさせていただいた経緯もございますけれども、

１年延期をした経緯がございます。 

 令和４年度については、利用児童もございま

すので、入所決定している児童もおりますので、

運営については支障のないように１年間の運営

費を計上しているところでございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。川口豊委員。 

○川口 豊委員 子育て支援医療給付費につい

て伺います。 

 ようやく高校生まで医療費が無料ということ

になったんですが、高校生等という表現でこち

らに書いてありますけども、こちらのほうは高

校生等というのは、年齢で切るんでしょうか、

それとも高校在学という形で理解すればよろし

いんでしょうか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 この表現につきまし

ては、これまで中学３年生までという表現をし

たことに対して高校生等としておりますが、内

容的には１８歳で線を引くということでござい

ます。 

○中川とみ子委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 そうしますと、中学校から高

校に上がる上において１年間浪人してしまった

という子どもに対しては、高校２年までしか医

療費は無料にならないということになりますか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 現時点では、年齢１

８歳というのがあくまで線引きになるものです

ので、結果的にはそうなるかと思います。 

○中川とみ子委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 今のところそうでしょうけれ

ども、子育てをする親の立場からいきますと、

やはり１年、２年浪人してでも自分の目指す高

校に入りたいという子どももいるでしょうから、

今後、やはり在学中という形とかということも

御検討いただきたいということをお願いして終

わります。 
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○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。神保光一委員。 

○神保光一委員 今のものに追加で私も聞きた

いことがございまして、高校３年生等までとい

うことで１８歳ということで承知したところだ

ったんですけども、中学校卒業した後とかで、

例えば、もう就労してしまっている１８歳以下

の子どもたちに関しては、こちらは適用になる

のか、ならないのか、お示しいただきたいです。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 今回の対象者は国保

以外の方も対象になるということで、１８歳を

先ほど線引きの基準と申し上げたとおり、例え

ば、就労されている方につきましても、その方

を除くことは事務的には非常に困難であります

ので、就労されている方も１８歳以下であれば

対象になります。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 報酬の額について伺いたいん

ですが、先に子ども家庭総合支援拠点事業で、

臨床心理士とか有資格者を想定しているのか。

報酬が３００万円超えています、３０８万６，

０００円と。一方、母子家庭相談員あるいは家

庭児童相談員は１８７万９，０００円なんです。

もう１３０万円ぐらい差があります。さらに、

生活保護の就労支援員については半分、２７５

万８，０００円と、それぞれ別々なんですけど

も、この違いはどう理解をしたらいいのか。答

弁者はどなたになるのか分かりませんが。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 では、私のほう

からは、子ども家庭総合支援拠点事業費の中で、

ヤングケアラーコーディネーターの報酬などに

ついてお答えいたします。 

 まず、先ほど申し上げましたように、公認心

理士や臨床心理士等の有資格者を獲得したいと

いうこともありまして、この資格をお持ちの方

については、非常に児童相談所などでも配置を

予定しているところが多く、獲得しづらいとい

う面がございます。その中で、本市において重

要なポストとして従事する方を配置したいとい

うことから、時給にして１，７００円を超える

金額となりますけれども、この時給で１日７時

間から７時間４５分、５日働いたときのマック

ス最大の金額を計上させていただいたものでご

ざいます。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 私からは生活保護の面接

相談員兼被保護者就労支援についてですが、こ

ちらの予算書のほうの２７５万８，０００円の

報酬については、会計年度任用職員のほかに、

この中に５６万円の福祉事務所の嘱託医の報酬

が入っています。 

 会計年度任用職員の報酬につきましては、２

１９万８，０００円です。月額１８万３，１６

２円ということで、週３５時間勤務をしていた

だくということで設定しているものであります。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 分かりました。もうちょっと

上げていただければ希望としてはいいんだと思

いますが。 

 さて、この生活保護についてちょっと伺いま

すが、生活保護率が上がっていると、担当件数

も増えているという説明でした。この上がって

いるというのは、高齢者がどんどん進んできて

国民年金だけでは暮らしていけなくて、結果、

保護になるということなのか、コロナをはじめ

としたこういった貧困の格差拡大ということが

あって、一般家庭においても被保護者になる可
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能性が高いという、どういう理由が、かつての

生活保護率の３倍ぐらいの今水準になっている

かと思いますが、その原因についてお知らせく

ださい。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 最近の生活保護世帯の増

加につきましては、当然ながら、コロナ禍の影

響もあります。なかなか離職をすると再就職と

いうのが難しい方が多くなっておりまして、そ

の期間が長ければ長いほど就労に結びつかない

という方が多くなっております。あと、これは

自立する方が以前に比べて少ないということが

あります。 

 ここを福祉課としては何とか、市としては何

とかしなければならないということで、今回、

被保護者の就労支援員を会計年度任用職員に担

っていただくという考えです。当然、高齢者の

被保護者も増えておりますけれども、就労して

自立をしていただくということを重点的に実施

して、かつ適正な保護が必要な方に制度を利用

していただくという考えで進めていきたいと考

えております。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 分かりました。 

 それでは、さっきのめんごりあの８，９００

万円の件なんですが、市長、以前、私が何かの

ここの議場で聞いたときには、来年度からそこ

は今までとはまた違うように方針を定めていく

というようなことをおっしゃったんですが、先

ほど、まちなかにあって地の利があると言った

んですけれども、私は別にまちなかにある必要

はないと逆に思っています。車で来て車ですぐ

帰る、そういう今のスタイルですから、別にま

ちなかにある必要はないと。体育文化センター

以上にお金がかかっているところですし、ここ

はぜひ、山形との兼ね合いもあるでしょうが、

抜本的な見直しを要望して終わりたいと思いま

すが、市長から何かもし、今の時点で申し上げ

ることがないとすれば結構ですが。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 このめんごりあを造ったと

きについては、やはり以前は正職員もタッチし

ていたわけでしたけれども、民間委託という事

例もありましたし、また天童市なんかもそうい

う形でやっていたのも事実です。 

 しかし、５年間契約ですから、これは５年間

はやむを得ないわけですが、先ほど尾形委員か

らもあったように、山形市にも大きい屋内の施

設が出るということでございますし、現在、課

長の答弁を含めて市外の方が非常に多いという

ことですから、その辺の兼ね合いがどうなるの

かということが１つ。 

 あともう一つ、今、東京ドームさんがやって

いるやり方について、もっと変わったといいま

しょうか、変化したやり方でもいいのではない

かというお話も承っております。 

 そういうことを考えて、鑑みながら、基本的

には民間ということは考えておりますので、い

わゆる値段といいましょうか、契約の仕方だと

思いますが、そこを吟味して次の契約等につい

ては考えてまいりたいと考えています。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。石山正明委員。 

○石山正明委員 ６５ページの灯油購入助成費

と、その下の障がい者福祉事業費についてお伺

いしますが、まず１点目、灯油購入助成につい

ては、福祉課のほうで大分頑張っていただいて

交付率も大分上がってきたというようなお話が

ありますが、ただこれについては、県のほうか

ら半額助成という形で来まして、残りの半額を
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市のほうで負担するという形での扶助費だと思

いますが、ただ昨今は灯油の上昇率が非常に高

くて、今の状況だと５，０００円で３缶買えな

いんです。ほかの市町村では５，０００円とい

うことでなくて、プラスアルファをして灯油助

成を出しているというような市町村もございま

すので、これについて、このままの状況で５，

０００円という形で終わってしまうのか、今後

の状況によってプラスアルファをするのか、そ

れをお聞きしたいと思います。まず、１点につ

いて。 

 次に、障がい者の福祉事業費の中で、除雪費

については、障がい者の１級、２級のみの方と

いうことに限定しているようでございますが、

令和３年度において、障がい者の方に助成をし

たのが何件ぐらいあるのか、それに対して４年

度は何件ぐらい見込んでいるのか、お聞かせい

ただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 灯油購入費等の助成につ

きましては、県内で他市においては５，０００

円プラスで支給したところもあるとは伺ってお

ります。上山市の場合は、プラスアルファでの

３年度の支給というのは考えていない状況です。 

 といいますのは、今回のコロナの臨時特別給

付金の世帯のうちのほぼ７割については、灯油

購入費助成費と同じ世帯が含まれているという

こともありましたので、今年度については、１

０万円のコロナ禍における臨時特別給付金で対

応をできるのではないかと考えております。 

 障がい者の除雪の助成でありますけれども、

まず重度の障がい者の世帯について支援をする

ということの考えで行っております。２年度の

交付世帯についてはゼロ世帯で、令和３年度に

ついても申請世帯はゼロであります。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 実は、除雪費の中で条件とし

て１級、２級という縛りがありますよね、実は、

１級、２級というのは本当の重度の方であって、

ただ、その下、要するに肢体不自由の方、例え

ば、膝関節をやったとか、股関節をやったとか、

足が曲がらないとか、膝が動かないとか、そう

いう方は肢体不自由の中の５級から６級という

縛りですよね、今の状況では。そうすると、膝

関節あるいは股関節の不自由な方が屋根に上る

とかそういうことは、今の状況では非常に厳し

いんじゃないかと。 

 だから、この１級、２級という縛りをもう少

し下げた形で障がい者の方にバックアップして

あげるとすると、ゼロという数字ではなくてあ

る程度の方がお願いするという形だと思うんで

すが、この１級、２級と縛りというものを、今

後、このままでやるのか、それとももっと下げ

て縛りを緩くするのか、その辺のお考えはどう

ですか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 障がい者の除雪の助成費

につきましては、市の身体障がい者の協会とも

年数回、打合せ等、協議等、御意見等いただい

ている状況にもありますので、今までその１、

２級以内、３、４、５、６級の方から、除雪費

が重度でなくてそれに満たない方でも利用でき

ればなあという意見は現在のところいただいて

おりませんが、今後、そういうふうに制度を拡

大した場合、利用する方がいらっしゃるのであ

れば、制度の変更について検討してまいりたい

と考えております。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 その辺が不親切なんです。向

こうから来ないと私らは動かないのではなくて、
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実際に新庄でもいたでしょう、体が悪くて雪下

ろししなくて潰れてしまったと。あの方は足が

悪くて除雪できなかった。向こうから来るから

するというのではなくて、こっちからどうなん

ですかと、そういう方はいませんかという手を

差し伸べるという優しい心が必要ではないかと

思うんです。言わないとしないというのでは、

これはやっぱり行政としてはちょっと不親切と

いうか、もっと優しく障がい者あるいは高齢者

に対して付き添っていただかないと、言わない

からしないでは困るということです。 

 この辺については、障がい者の方々あるいは

高齢者の方々と今後お話をよくしていただいて、

どうですかというような投げかけをしていただ

かないと、優しい行政、年寄りを大切にする行

政にはならないと思いますので、その辺につい

てはしっかりと今後対応していただきたいとい

うことで要望をしておきます。よろしくお願い

します。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認め

ます。 

 次に、４款衛生費について、当局の説明を求

めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 それでは、４款衛生費に

ついて御説明申し上げます。 

 ７４、７５ページをお開き願い、下段を御覧

ください。 

 １項保健衛生費でありますが、１目保健衛生

総務費は２億４，６４０万３，０００円で、前

年度対比１，１４３万１，０００円の増であり

ますが、母子保健推進費の増などによるもので

あります。 

 保健対策推進事業費では、健康づくりなどに

要する経費や職員人件費を措置し、母子保健推

進費では、母子保健コーディネーターの配置、

宿泊型産後ケア・乳房ケアなどの経費、特定不

妊治療費助成事業や出産支援及び未熟児養育医

療に係る給付金などのほか、新たに全ての妊産

婦の家事・育児負担を支援するための民間ヘル

パー派遣に係る経費や母子保健アプリ導入経費

を措置するとともに、乳幼児健康診査の充実と

して屈折検査機器の導入経費を措置するもので

あります。 

 次のページ、７６、７７ページをお開き願い

ます。 

 診療所運営費では、山元診療所の管理・運営

に要する経費を措置し、救急医療対策費では、

在宅当番医、平日夜間急病診療などの経費のほ

か、医療法人みゆき会に対する公的病院等運営

費補助金を措置し、地域精神保健事業費では、

医師による心の健康相談、弁護士による相談会、

地域ゲートキーパー研修会、相談会や講演会な

どに要する経費を措置するものであります。 

 小規模水道施設管理費では、３か所の飲料水

供給施設の維持管理経費を措置し、水道事業会

計負担金では、旧小倉簡易水道事業から引き継

いだ事業に係る負担金を措置するほか、職員人

件費であります。 

 ２目予防費は４億３，４０９万円で、前年度

対比２億８，３２２万３，０００円の増であり

ますが、新型コロナワクチン接種事業費の皆増

などによるものであります。 

 予防事業費では、次のページ、７８、７９ペ

ージをお開き願います、ヒブワクチン、小児用

肺炎球菌、ジフテリアなど４種混合、高齢者の

インフルエンザや肺炎球菌ワクチンなどの各種
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予防接種、成人風しん抗体検査及び予防接種の

無料化、ロタウイルス定期予防接種に要する経

費などのほか、子どものインフルエンザ予防接

種費用の一部助成について、対象者を小学２年

生までとしていたものを中学３年生まで拡充す

るとともに、子宮頸がんワクチンについて、積

極的な接種勧奨が再開されることに伴い、必要

な経費を計上するものであります。 

 新型コロナワクチン接種事業費では、３回目

のワクチン接種に係る医師、看護師への報償金、

集団接種の運営やコールセンター業務の委託料

などを措置するものであります。 

 ３目保健衛生施設費は２７２万８，０００円

で、前年度対比１６６万６，０００円の減であ

りますが、保健センター管理費で、施設の維持

管理に要する経費を措置するものであります。 

 ４目環境衛生費は９，８４０万４，０００円

で、前年度対比６６２万１，０００円の増であ

りますが、二酸化炭素排出抑制対策事業費の皆

増などによるものであります。 

 環境衛生費では、ごみ集積所整備や生ごみ処

理容器購入への補助、地区衛生組合活動支援、

自動車騒音常時監視事業、温暖化対策地域協議

会などの経費を措置し、リサイクル推進事業費

では、家庭系ごみの有料袋の製造、保管・配送

等の委託料、有料袋の取扱手数料、資源回収の

奨励金などを措置するものであります。 

 新たな事業である二酸化炭素排出抑制対策事

業費では、２０５０年カーボンニュートラルの

実現に向け、本市の再生可能エネルギーや将来

のエネルギー消費量などを調査する再生可能エ

ネルギー導入可能性調査委託料を措置するもの

であります。 

 次のページ、８０、８１ページをお開き願い

ます。 

 環境衛生施設管理費では、公衆便所の維持管

理に要する経費などを措置し、斎場管理費では、

斎場管理業務委託料などを措置し、斎場整備事

業費では、火葬炉の修繕に係る経費などを措置

するものであります。 

 浄化槽設置整備事業費では、浄化槽設置整備

事業補助金を措置し、浄化槽事業特別会計繰出

金では、繰り出し基準などに基づき繰出金を措

置するものであります。 

 ５目健康増進事業費は６，４３４万８，００

０円で、前年度対比４１２万１，０００円の増

でありますが、がん検診推進事業費の増などに

よるものであります。 

 健康増進事業費では、健康意識向上のため、

肝炎ウイルス検診、各疾病予防教室開催などに

要する経費を措置し、健診推進事業費では、検

診世帯調査や乳幼児の歯科検診などに要する経

費を措置するものであります。 

 がん検診推進事業費では、次のページ、８２、

８３ページをお開き願います、各種がん検診、

子宮頸がん、乳がんの無料検診に要する経費、

重粒子線がん治療患者に対する補助金などを措

置し、上山型温泉クアオルト事業費では、市民

の健康増進を目的にクアオルトコースの維持管

理に要する経費、クアの道コースの管理等への

補助金などを措置するものであります。 

 健康づくり推進事業費では、ＩＣＴを活用し

た健康ポイント事業を継続し、本市の健康課題

である糖尿病、高血圧等の減少に向けた総合的

な事業を実施してまいります。 

 ６目特定健康診査等受託事業費は、１，４３

３万６，０００円で、前年度対比１９万６，０

００円の増でありますが、山形県後期高齢者医

療広域連合から委託される後期高齢者の特定健

康診査に要する経費を措置するものであります。 
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 次に、２項清掃費でありますが、１目清掃総

務費は２億４，３６１万２，０００円で、前年

度対比９５８万３，０００円の増でありますが、

山形広域環境事務組合負担金の増などによるも

ので、そのほか、清掃施設の管理的経費を措置

するものであります。 

 ２目塵芥処理費は４億４８１万４，０００円

で、前年度対比２億１，７３７万２，０００円

の増でありますが、元クリーンセンター解体事

業費の増などによるものであります。 

 廃棄物処理事業費では、ごみ収集運搬と公共

施設のごみ収集業務の委託料などを措置し、次

のページ、８４、８５ページをお開き願います、

リサイクルリレーセンター管理費では、施設の

管理・運営、埋立てごみの処分などに要する経

費を措置し、元クリーンセンター解体事業費で

は、令和４年度から２か年で実施する高野地内

の元クリーンセンターの解体工事費及び工事監

理委託料を措置するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 ４款衛生費の質疑の前に、

この際、１０分間休憩いたします。 

    午後 １時５５分 休 憩 

                  

    午後 ２時０５分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 ４款衛生費について質疑、発言を許します。

大沢芳朋委員。 

○大沢芳朋委員 ７７ページの予防事業費につ

いて伺います。 

 ４年前に私は６月の一般質問で、中学３年生

に対して受験があるからということでインフル

エンザの助成をしていただけないかという質問

をさせていただきました。答えとして、乳幼児

から始めます、段階的に進めてまいりますとい

うことで、今回、やっと中学３年生までしてく

れるようになったということで、心から感謝を

申し上げたいと思っております。 

 そこで、今後、これを１８歳までに延ばす考

えがあるかないかということで、まず１点お聞

きします 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 ただいま大沢委員か

らありましたとおり、以前、一般質問にありま

したとおり、中３までというお話ありましたの

で、まず、今回は小学校２年生までの助成を中

学校３年生までということで、子育て支援の側

面からも対象を拡大したものでございます。 

 当面は、まず中学校３年生までを継続した後、

状況を見ながら検討をしていく必要があるかな

とは思っております。 

○中川とみ子委員長 大沢芳朋委員。 

○大沢芳朋委員 このたび、医療費の無料化と

いうことで１８歳までということ、先ほど話が

ありましたけれども、市長の施政方針にも非常

に保護者からニーズがあるというようなことで

ございます。ぜひ、インフルエンザワクチンの

一部助成を１８歳までということで今後進めて

いただければなと思っております。 

 あわせまして、これは国の予算だと思います

けれども、１２月の常任委員会でも少しお話し

させていただきましたけれども、子宮頸がんワ

クチンの予防接種、国の財源が入るということ

でございますが、大体何名ぐらい予定なさって

いるかということと、まず１年間という期限で

これを進めていくのかという点でお示しをお願

いしたいと思います。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 
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○鈴木直美健康推進課長 子宮頸がんワクチン

につきましては、通常の定期接種の部分につき

ましては、対象者１２歳から１６歳でございま

す。この分につきましては、令和４年度１６５

名の接種分を見込んで予算を措置しております。 

 このたび、そのほかにもキャッチアップ接種、

これまで接種の積極的勧奨を控えていた９年間

の時期に対象年齢を迎えた方々につきまして、

それとは別枠に接種を行っていくわけでござい

ますが、その方々が３９７名分で措置しており

ます。 

 通常の定期接種の部分につきましては、１年

間のものではなく、今後、継続していくものと

思っております。 

 また、キャッチアップ接種につきましては、

令和４年度から３か年間、当面は３か年間の期

限付でございます。 

○中川とみ子委員長 大沢芳朋委員。 

○大沢芳朋委員 実際、私の娘もこれできなか

ったという事実がございます。また、市民の

方々から、やっぱりそういったお子さんを持っ

ている方々、これはする、しないはその子の意

思なわけですけれども、ぜひ、こういう制度が

また出たということを知らなかったと言われな

いように周知徹底をよろしくお願い申し上げま

す。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 衛生費、母子保健推進費に

ついて、こちらのほうの母子保健アプリ、新規

というようなことであります。それについて、

以前、私も質問させていただいた関係から、本

当にもちろん予防接種の管理、それから妊婦の

様々な管理が必要、そしてまた相談も乗るとい

うようなことでありましたけれども、ちょっと

この話はタイムリーなので詳しくお聞かせくだ

さい。 

 あと同時に、こちらも新規というようなこと

でありますけれども、妊婦の家事・育児支援業

務委託のほうも委託を民間のサポーターにお願

いするというようなことでありましたけれども、

こちらのほうも整っているのか、その整備につ

いて、お尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 まず、１つ目の

母子保健アプリについてお答えいたします。 

 こちらについては、基本サービスとして、１

つ目が母子健康手帳の補完機能がございます。

先ほど委員がおっしゃったような妊産婦の記録

から、子どもが生まれた後については発達の記

録などもできるもの、そういった補完機能。 

 そして、２つ目として、情報配信機能という

ものがございまして、地域の子育て支援施設情

報、それから個別の健康診査の案内などプッシ

ュ型で行うことを予定しております。これが基

本サービスでございます。 

 それに加えて、相談機能ということで、この

たび、オンラインの相談サービス機能を搭載す

る予定でございます。これが母子保健アプリの

ほうでございます。 

 ２つ目の全妊産婦への家事・育児支援でござ

いますけれども、こちらについては、育児に不

安や困難性のある方に対して養育支援としての

子育て支援ヘルパー派遣については、既に実施

しているところでございます。ただ、このたび、

核家族化の進行やコロナ禍の中で家事、育児に

十分な協力を得られない家庭が増加していると

いうこともありまして、全妊産婦への対象とい

たしました。 

 民間ヘルパーの派遣につきましては、既に家
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事・育児サービスを行う民間ヘルパー派遣を行

っている事業者がございますので、そうした事

業者の中から優良な事業者を選定し、委託した

いと考えております。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 以前の質問も含めてですけ

れども、今までの母子保健手帳も併用して、ア

プリ、どちらも兼用というか、できるというよ

うなことがお答えだったと思うんですけれども、

そちらのほうの現状は今どうなっているのかど

うか、お知らせください。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 以前、委員のほ

うから母子手帳の電子化ということで一般質問

いただきました。あくまでも、法律に定められ

た母子健康手帳といいますのは、現在使ってい

る紙の手帳でございます。今回の母子保健アプ

リについては、この母子健康手帳の補完機能と

考えております。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 それであるとすごく安心し

ておりますけれども、母子保健手帳が好きだな

んていうのはちょっとおかしいですけれども、

やはり必要性があると、残すという媒体で必要

だというようなことがありますので、ぜひ、そ

れは国の施行に合わせてお願いしたいところで

す。 

 ヘルパーのほうは既に実施しているというよ

うなこともありますけれども、今回対象を広げ

て何人ぐらい必要とされているか、丁寧な支援

の仕方、周知の仕方も含めて、手を挙げる人が

やはりいるから必要性を感じるわけであります

から、その辺のところのアクションはどのよう

な形で起こすか、お尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 やはりいい仕組

みがあっても使っていただかなくては効果があ

りませんので、多くの妊産婦の方に使っていた

だけるようにクーポン券を配付するつもりでご

ざいます。 

○中川とみ子委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 クーポン券を配付するとい

うようなことであれば、母親教室、それから妊

婦相談、そういったものに含めて多分なされる

んだとは思うんですけれども、このことも含め

てなんですけれども、こういったいい施策があ

ってもやはり届かないとすれば問題だと思うの

で、その辺のところはきちっとお願いしたいと

思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありますか。 

石山正明委員。 

○石山正明委員 ８３ページのがん検診推進事

業費の中の扶助費についてお伺いいたしますが、 

先ほど、これについては前立腺がんに対する扶

助費だというお話でございました。ただ、県の

支出金の中では、３３ページにありますが、こ

れは重粒子線がん治療患者支援事業等、これで

は６０万円ほど、その分がここの中に入ってい

るかと思いますが、こちらのほうでは重粒子線

がん治療とありますが、先ほど前立腺のみだと

いう前立腺の扶助費だという話がありましたが、

これは前立腺だけということでよろしいんです

か。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 重粒子線がん治療の

補助金の対象としましては、前立腺がんのみで

はなく、一般の公的保険対象外になる治療法に

ついて対象になるものでございます。前立腺が

ん以外も対象になります。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 
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○石山正明委員 そのほかにも治療は可能だと

いうお話でございますけれども、特に前立腺が

んについて、今、重粒子線のほうでようやっと

本格的に稼働したという状況でございます。今、

上山市の高齢化世帯の状況を見ると、この前立

腺がんについては今後ますます増えるのではな

いかということが考えられますが、これについ

ては、この金額しかないから終わりだというこ

とではなくて、数が増えればこの予算について

も増やせるという考え方でよろしいんでしょう

か。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 今回の予算に措置し

ているのは２名分、２件分を措置しております

が、今後、実績に応じまして必要な分を予算確

保していければと思っております。 

 ちなみに、現時点ではまだ対象者はおりませ

ん。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ８５ページ、２目の塵芥

処理費で元クリーンセンター解体事業費で伺い

ます。 

 平成１４年３月で廃止され２０年になった元

クリーンセンターが、ようやく今年度で調査が

され、来年度から２年間で解体工事が実施され

るわけでございます。 

 それで、元クリーンセンターの手前に高野荘

があるわけでございます。この建物というのは

２０６平方メートル、約７０坪の建物ですけれ

ども、これも解体されることでよろしいんでし

ょうか。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 今、御質問のありま

した高野荘につきましても、令和４年度、令和

５年度の解体工事の中で解体をするものでござ

います。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 それでは、元クリーンセ

ンター敷地面積が約４，８４０平方メートル、

そして元高野荘が１，０１６平方メートル、合

わせると５，８５７平方メートルあるわけでご

ざいます。 

 それで、更地になった後の利活用といいます

か、それはもう考えてあるのか、ないのかを伺

いたいと思います。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 元クリーンセンター

並びに高野荘の敷地でございますけれども、隣

接している高齢者福祉施設等の位置辺りから災

害の危険区域の指定などもございますので、跡

地利用ということは今のところ考えておりませ

ん。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 それが、早々とちょっと

借りたいという方も一部聞いたところいるわけ

でございますので、地元議員としても協力して

まいりたいと思いますので、行政のほうも御協

力をよろしくお願いしたいんですが、いかがで

すか。 

○中川とみ子委員長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 クリーンセンター敷

地についての購入の希望をお持ちの方がいらっ

しゃるということでありますけれども、まだ正

直私どものほうにはその話が聞こえてきており

ませんので、まずは、お話はお伺いしたいとは

思いますが、まず、その話を聞かせていただい

てからということになるのかなと思います。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 解体してからでないとな
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かなかそういう話は難しいとは思うんですが、

そういうこともあるということを見ていただき

たい。やっぱり早め早めと、こういうものは２

年なんてすぐたつものでございます。せっかく

そういうもので何とか働きかけたいということ

があれば私も努力いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 ただいまの質問でございま

すが、土壌調査した結果、かなりいろいろな物

質が残留しているということがありまして、跡

地についてはかなり吟味した対応をしなければ

ならないというような考え方も我々持っている

ところでございます。 

 ですから、そういう土地を民間の方々に売却

するとなりますと安全性の問題とかいろいろあ

りますので、現時点において、売却ということ

はちょっと考えにくいんじゃないかなと思って

います。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 いや、売却、買うという

人はいないんだけれども、一応、そういう考え

の方もいるということをまず頭に置いていただ

いて、進めていっていただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。守岡等委員。 

○守岡 等委員 衛生費の７７ページの救急医

療対策費４，７００万円計上されていますが、

これはコロナの影響を受けている救急告示病院

の支援だということですけれども、今、オミク

ロン株の感染が広がる中で、依然としてコロナ

感染症というのが感染症２類相当に分類されて

いることから、一部の医療機関に患者が集中し

て医療崩壊に近い状態になっていると思います。 

 本市の救急告示病院は、むしろコロナを恐れ

て患者が減ったという意味での支援と考えてよ

ろしいかどうかお尋ねします。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 救急の公的病院の補

助でございますが、当該病院ではコロナの治療

は行っておりませんので、おっしゃるとおり、

もし経営に影響が出ているとしたら、そこに行

くことによって感染を恐れてのいわゆる受診控

えが影響しているものと思われておりますが、

コロナに対する補助だけではなく、公的病院の

救急体制を維持、確保するための補助金でござ

います。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 やはり、みゆき会病院を公的

な病院として位置づけて恒常的に支援していく

という理解でよろしいかと思います。 

 そこで、市長にぜひお尋ねしたいんですが、

本市は住みやすさランキングで残念ながら最下

位という数字が出ていますけれども、やはり一

番大きい理由は、決して本市が住みにくいわけ

ではなくて、市立病院がないということがポイ

ントを下げている大きな要因になっていると思

うんです。そして、今後、そういうみゆき会病

院を公的病院として位置づけて、予防から治療、

リハビリも含めた一貫した流れを本市と協力し

ながら進めていく公的な位置づけの病院という

ふうに、そういう話合いとか合意をみゆき会病

院のほうとなされているのかどうか教えてくだ

さい。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 まず、その前に、先ほど課

長の説明の件でございますが、補助金でござい

ますが、恒久的なものじゃなくて３年間限定と

いうことでございまして、しかも補助制度があ

りまして、本市の持ち出しが約８００万円だと
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思いますが、そういう制度を活用して、３年間、

コロナの影響ということで限定させていただい

て補助をさせていただくものです。 

 あとは、みゆき会病院の市立病院化というこ

とでございますが、これは御案内のとおり、ど

この市町村も病院経営で大変悩んでいるといい

ましょうか、大変な状況にあります。やはりみ

ゆき会病院がああいった形で上山市に、総合病

院といいましょうか、そういうことをつくって

いただいたということでは、我々といたしまし

て非常に感謝しているところでございますし、

また本市の消防職員らも救急についての研修を

受けたりいろいろな形でお世話になっておりま

すし、そういう面においては、やはり民間の設

立趣旨というものを十分に理解させていただい

て、このような状況といいましょうか、市立病

院化というものをまず考えない形で進めてまい

りたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 決して市立病院化というのを

求めているわけではなくて、あくまでも公的病

院の位置づけとして、そうした総合的な医療を

協力し合いながら進めていくという合意がある

という理解でよろしいですかということなんで

す。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 格別なる合意はございませ

ん。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 やはり住みやすさランキング

も、こういうふうにこだわるわけですけれども、

そういう公的な医療というものがきちんと保障

されているということを、別に市立病院でなく

てもそれは可能だと思うんです、そうした医療

連携だとかそういう意味でも、これからの方向

を示しているのではないかと思います。 

 次の質問に行きます。７７ページ目の予防事

業費についてであります。ワクチンの問題です

けれども、非常にワクチン問題、知れば知るほ

ど何か深みにはまってしまうんですが、まず子

宮頸がんワクチンについては、この間、様々な

副反応もありましたが、一応世界的なこういう

エビデンスの下、厚労省でも再び積極勧奨に転

じたということで、これはやっぱり進めていか

なくちゃいけないなと思っていますが、問題は

コロナワクチンです。これについて、非常に不

安を感じる市民も多いのも事実です。 

 ワクチン接種後の死亡者数が、ほかのワクチ

ンとはもう比較にならないほど高くて、厚生労

働省の厚生科学審議会で出している数字では、

令和３年２月以降、２，２８４人の方がワクチ

ン接種後に亡くなっているんです。一時高止ま

りしましたけれども、今、最近、また３回目の

ワクチン接種が進むにつれて、再びこの死亡者

数も上昇するのではないかと思われます。 

 そこで、ちょっとお尋ねしたいのは、本市と

して新型コロナウイルスワクチン接種後の死亡

者数というのは把握していますか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 ワクチン接種後の死

亡者数等につきましては、県で管理をしており、

市のほうには特にそういう情報は提供されてお

りません。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 なかなかその辺の数字が出さ

れないということでむしろ不安を増すばかりな

んですけれども、今回、特に５歳から１１歳児

までのワクチン接種も始まるということで、新

型コロナによる子どもの重症化事例とか死亡事

例というのは極端に低くて、むしろワクチン接
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種による被害のほうが大きいんじゃないかと思

うんです。 

 厚生労働大臣も国会の答弁で、直接のデータ

は現時点ではないと、成人と同様の効果がある

と推測されているという答弁なんです。だから、

この５歳から１１歳の方のワクチン接種は、予

防接種法の努力義務ではなくて、慎重に対応す

る旨、通知を出しているようです。 

 こうした中で大阪の泉大津市なんかでは、５

歳から１１歳の対象世帯に接種券を一律送付す

るのではなくて、希望者のみに申請する方式を

採用しているようです。その他、愛知県の大府

市や茨城県の常総市などでも一律送付しないと

いう方針で取り組んでいます。 

 本市では一律送付しているみたいなんですけ

れども、このワクチン接種は努力義務ではない

という旨は、市民のほうに通知されているんで

しょうか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 接種券を送付すると

きに同封する説明の書類の中に、まず、今回の

接種の位置づけであったり、リスクとあとはベ

ネフィットの両方に関する説明を入れておりま

す。それを見ていただいた上で、それぞれが慎

重に判断していただくようにしております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 何となく世の中はワクチン接

種がもう当然のような同調圧力になっている中、

そういうエビデンスとしては、やはりそうでは

ないという事実も示されています。 

 特に、国際比較というのが最近出されまして、

ワクチン接種がむしろ感染を拡大させていると、

死亡者数も増やしているというデータも出され

て、逆に言えば、アフリカがワクチン行き届い

ていないけれども、何で感染者も死亡者数も少

ないかという問題提起もされているわけです。

その辺も勘案しながら、ワクチン行政を進めて

いただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 健康づくり推進事業費につい

て伺います。 

 令和４年度、試行的にスマートフォンアプリ

で参加できる環境を整備するということでござ

います。まず、令和４年度の健康ポイント事業

参加者見込数、並びに、これまで活動量計を配

付してきたわけでございますが、令和４年度活

動量計の配付について行うのか、行わないのか、

以上２点について御回答をお願いいたします。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 令和４年度につきま

しては、新規参加者３００名を見込んでおりま

す。そのうち、２５０名に活動量計を配付し、

試行的にスマホアプリで参加いただくのは５０

名という見込みでございます。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 まず、アプリで参加できると

非常によい取組かなと思います。参加者人数が

５０名ということを伺いましたけれども、まず

何で試行期間を設けるのかについて、今のとこ

ろのお考えを伺えればと思います。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 単純に考えると、ス

マホアプリにしたほうがいいのではないかとい

う御意見もあるかと思います。 

 本市以外で行っている健康事業ですと、単純

にポイントを与えて終わりというような事業で

あれば、スマホアプリで拡大するという一つの

メリットがございます。 

 ただ、本市でやっております参加者に対する
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データのフィードバックであったりデータ管理

を考えますと、全てアプリではなく、一定数、

活動量計を求めるニーズの方々もいらっしゃい

ますので、初年度まず５０名で、特に働き世代

等の現役世代の方がどの程度参加していただけ

るかというところを見ながら、今後、アプリを

拡大していくか等を検討していきたいと思って

おります。 

○中川とみ子委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 現状までの確認なんですけれ

ども、例えば、スマートフォンアプリをダウン

ロードすると誰でも気軽に参加できるような状

況等は今の時点で考えていなくて、申し込みい

ただいて、なおかつ、そのデータが上山の健康

に関するデータに反映されるような取組として

令和４年度スマートフォンのアプリの活用を考

えているという理解でよろしかったですか。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 おっしゃるとおりで

ございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 母子保健推進費の部分でお伺

いいたします。 

 県内初となった取組など、本当にすばらしい

なと思うところであります。この基になった考

え方が、世代の負担軽減と不安解消を図る、こ

れも大変すばらしいと思います。 

 そこで、本市において、自閉傾向やＡＤＨＤ

傾向などがある子どもを育てていらっしゃる方

は大変苦労しているというのは想像に簡単なん

ですけれども、こういった方、屈折検査機など

で弱視の早期発見、これもすばらしいんですけ

れども、そういった部分も、今、お話しした自

閉傾向といったところに関してもしっかりと手

を差し伸べているのかどうか、まずお聞きした

いと思います。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 ただいま委員か

らありましたように、発達面で障がいと認定さ

れなくとも不安を抱えているような親御さんも

多くいらっしゃるという現状だと認識しており

ます。 

 こういった子どもたちへの支援、そして親へ

の支援という形では、発達相談の日を設けてお

ります。それは市、行政側が、保健師が対応す

るような発達相談、あとは子どもたちが入所し

ている施設を通じて子どもたちの関わり方など

を学ぶような施設を回る巡回相談、これらを組

み合わせて相談に応じているところです。 

 ただ、近年、非常にこの相談件数が増えてい

るということもありまして、相談回数などを増

やして対応しているところでございます。今後

とも、十分な支援ができるよう配慮してまいり

ます。 

 また、屈折検査ということで御質問もござい

ましたので、このたび導入する屈折検査機器と

いうものについては、弱視の早期発見のために

３歳児健康診査のときに導入するものでござい

ます。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 ありがとうございます。弱視

の検査、３歳児のときにこの検査をするときの

子どもの様子などを見ると、何か気がつく方な

どいらっしゃる方もいたり、また本市はヤング

ケアラーのコーディネーターなども先進的に取

り組むわけでございますので、保護者の方から

の積極的な申入れという部分も大事でございま

すが、健診などの現場の中で、ちょっとそんな

傾向がもし見受けられるななんていう専門家の



 －１６６－ 

目から見た、逆にこちら側から手を差し伸べて

いくような取組をぜひしていただきたいという

ところでお話ししたところでした。 

 また、今回は全妊産婦が対象でありますけれ

ども、増えているところで大変かと思いますが、

そういった傾向を抱えた子どもの子育てに対す

る育児の支援などもできるのかどうか、してい

るのかどうかお聞きしたいと思います。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 家事・育児支援

は全妊産婦を対象とする民間ヘルパー派遣につ

いては、新規の事業の部分でございます。 

 ただ、先ほど申し上げましたように、子育て

支援ヘルパー派遣というものは既に実施してお

りまして、対象が育児に不安や困難性のある子

どもや家庭を支援するために実施しているもの

で、これは継続いたします。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 大変安心しました。いい取組

だと思います。 

 昨今は、病状的なものよりも一歩手前に、敏

感な方、ＨＳＰ、ハイリー・センシティブ・パ

ーソンというような形で障がい以前のところで

も育児で悩まれる方、子どももいらっしゃいま

すので、そういった方にしっかりと目をかけて

いただきますよう要望としてお願い申し上げま

す。よろしくお願いします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、５款労働費について、当局の説明を求

めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 それでは、５款労働費に

ついて御説明申し上げます。 

 ８４、８５ページをお開き願います。 

 １項労働費でありますが、１目労働諸費は３，

６３３万３，０００円で、前年度対比２１３万

９，０００円の減であります。 

 勤労者福祉事業費では、勤労者福祉事業補助

金、労務対策協議会事業補助金などを措置し、

雇用促進事業費では、市内企業の人材確保と定

着を目的に雇用促進対策事業負担金などを措置

するものであります。 

 産業人材確保・育成事業費では、県と連携し

た奨学金返還支援事業負担金、産業人材の市内

誘導奨励金などを措置し、勤労者福祉金融対策

事業費では、勤労者住宅建設資金利子補給補助

金、勤労者生活安定資金原資預託金を措置する

ものであります。 

 ２目働く婦人の家費は９２５万６，０００円

で、前年度対比４万２，０００円の増でありま

すが、働く婦人の家管理運営費で働く婦人の家

の管理・運営経費、人件費などを措置するもの

であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑、発言を許

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、６款農林水産業費について、当局の説

明を求めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 それでは、６款農林水産

業費について御説明申し上げます。 

 ８６、８７ページをお開き願います。 
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 １項農業費でありますが、１目農業委員会費

は３，９５０万３，０００円で、前年度対比１

９万８，０００円の減であります。 

 委員会運営費では、農業委員、農地利用最適

化推進委員の報酬を含む農業委員会の運営、水

土里情報システムなどに要する経費を措置し、

農業者年金事業費では、農業者年金委託事務に

要する経費などを措置するほか、職員人件費で

あります。 

 ２目農業総務費は７，０７０万３，０００円

で、前年度対比５３６万６，０００円の増であ

りますが、職員人件費の増などによるものであ

ります。 

 農業総務費では、農事実行組合長への報償費、

農業者への利子補給補助金などのほか、農林水

産物等災害対策事業費補助金、米価下落対策と

しての災害・経営安定対策資金利子補給補助金、

農業者の収入保険への加入を促す収入保険新規

加入緊急奨励事業費補助金を新たに措置するも

のであります。 

 楢下宿古民家管理費では、次のページ、８８、

８９ページをお開き願います、古民家の管理運

営に要する経費を措置するほか、職員人件費で

あります。 

 ３目農業振興費は１億１，６６０万１，００

０円で、前年度対比１，６１６万６，０００円

の増でありますが、地域農業振興事業費の増な

どによるものであります。 

 水田農業推進事業費では、経営所得安定対策

等推進事業費補助金、需要に応じた米生産を推

進するための地域営農調整推進事業費補助金な

どを措置するものであります。 

 有害鳥獣対策事業費では、上山市鳥獣害防止

対策協議会補助金を拡充し、細谷阿弥陀地地区

のフルーツライン沿いの広域防護柵の設置や捕

獲奨励などの支援を行うとともに、有害鳥獣対

策専門員の配置と広域的な対応を図るため、南

奥羽鳥獣害防止広域対策協議会への負担金を措

置するものであります。 

 ブランド化推進事業費では、西洋梨、紅干し

柿の高品質化と他産地との差別化を図るための

ブランド化推進事業費補助金、荒廃果樹畑の病

害木伐採を支援する果樹園地整備事業費補助金

などを措置し、担い手等経営確立支援事業費で

は、認定農業者、認定新規就農者、集落営農組

織への支援として農地の賃借料、機械の購入等

に対する補助金を措置するものであります。 

 農地利用効率化等支援事業費では、「人・農

地プラン」に位置づけられた農業経営体を対象

に農業用機械等の取得を助成する補助金を措置

し、地域農業振興事業費では、同様に「人・農

地プラン」に基づき認定新規就農者を支援する

農業次世代人材投資資金のほか、意欲ある農業

者の取組を支援する元気な地域農業担い手育成

支援事業費補助金並びに経営を承継した後継者

が経営発展のために行う取組を支援する経営承

継・発展等支援事業費補助金を措置するもので

あります。 

 農地中間管理事業費では、次のページ、９０、

９１ページをお開き願います、農地集積の円滑

化を図る地域連携推進員を設置するほか、農地

中間管理機構を活用した担い手への農地集積を

進める経費を措置するものであります。 

 かみのやまワインによる地域振興事業費では、

かみのやまワインの郷事業を推進するため、か

みのやまワインによる地域振興事業補助金のほ

か、ワイナリー建設を支援する交流型ワイナリ

ー建設事業費補助金を新たに措置するものであ

ります。 

 ４目畜産業費は２，６４０万１，０００円で、
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前年度対比３０６万５，０００円の増でありま

す。 

 畜産振興事業費では、乳用牛導入資金原資貸

付金のほか、畜産関係団体への負担金、芳刈放

牧場の維持管理や放牧事業に要する経費を措置

するほか、職員人件費であります。 

 ５目農地費は１億８，７３４万７，０００円

で、前年度対比４，３８９万５，０００円の増

でありますが、農地整備事業費の増などによる

ものであります。 

 農地保全事業費では、農地保全のための農業

用施設の管理と整備に要する経費、鉱毒対策施

設の維持管理への補助金などを措置し、農地整

備事業費では、県による農地整備事業の進捗に

合わせ負担金を増額計上するものであります。

主な事業は、農業水利施設の機能保全を図る

「ストックマネジメント事業」、「松沢地区農

地整備事業」、「権現堂地区農村地域防災減災

事業」、「つるみ石地区農村地域防災減災事

業」であります。 

 中山間地域等直接支払事業費では、次のペー

ジ、９２、９３ページをお開き願います、生産

条件が不利な中山間地域等の農地の保全と多面

的機能を確保するための補助金などを措置し、

多面的機能支払事業費では、地域が主体となっ

た農村環境の保全、農業用施設の更新、補修な

どの共同活動を支援する多面的機能支払交付金

事業費補助金などを措置し、基金積立金では、

ふるさと水と土保全対策基金の利子分の積立て

を行うものであります。 

 ６目農村整備費は８，４３８万円で、前年度

対比２８９万円の増でありますが、繰り出し基

準などに基づき農業集落排水事業特別会計繰出

金を措置するものであります。 

 ７目農業構造政策推進費は２００万円で、前

年度対比９９万円の増でありますが、農用地有

効活用推進事業費で、農地再生に係る費用を支

援するやまがた「人・農地」リニューアル事業

費補助金を措置するものであります。 

 次に、２項林業費でありますが、１目林業総

務費は１，３９３万１，０００円で、前年度対

比２０４万円の減でありますが、林業総務費で

は、林道の管理などに要する経費、関係団体へ

の負担金、西山ふるさと公園の管理に要する経

費、林道泥部堀切線の災害復旧工事などを措置

するほか、職員人件費であります。 

 ２目林業振興費は４，２５５万円で、前年度

対比２，０３３万円の増でありますが、林業振

興事業費の増などによるものであります。 

 林業振興事業費では、市有林の利用間伐、森

林の病害虫等防除などの委託料、分収造林保育

事業委託料、里山林整備事業費委託料、利用間

伐促進事業費補助金などを措置し、次のページ、

９４、９５ページをお開き願います、森林経営

管理事業費では、森林環境譲与税を活用し、森

林資源の適切な管理を行うため、林政専門員の

人件費、森林整備委託料、山形地方森林林業活

性化協議会への負担金、後年度の事業の財源と

するための基金積立金などのほか、山形県森林

クラウドシステムの導入に要する経費を新たに

措置し、やまがた緑環境税事業費では、やまが

た緑環境税を活用し、森林環境学習の推進や西

山、三吉山周辺などの森林施設整備に要する経

費などを措置するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑、発言を許

します。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 交流型ワイナリー建設事業費

補助金についてお伺いいたします。 
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 まず、交流型ワイナリーというちょっと聞き

慣れない部分がありますので、どのような事業

に対してどのように補助していくのか、お示し

いただきたいと思います。 

 あと、具体的に場所などももしお示しできる

のかどうなのかというところもあります。 

 あと、本市ではもう既に観光案内所のほうで

ワインなども売る取組はしております。それと

ダブるような感じも少しするのですが、いかが

なのでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 初めに、交流型

ワイナリーとはどういったものを想定している

のかという御質問かと思いますが、こちらにつ

きましては、ワインの醸造、それから地産地消

や交流人口の拡大を図る目的から、交流型ワイ

ナリー建設に係る建設費の支援を行うものでご

ざいますけれども、具体的には、地域産品など

を含めまして農産資源を生かす施設を併設する

と。こちらにつきましては、想定しているのは

飲食店ですとか農産物の販売などを想定してお

りますが、そういったことと、ワイナリーにつ

きましては、常時見学が可能である、また誘客

につながるような取組をしていく、例えば、試

飲をさせるですとか、いろいろとそういった誘

客につながる取組を条件といたしまして建設へ

の補助を考えております。 

 次に、建設場所でございますが、想定してい

るのは市内全域を対象としておりまして、３分

の１補助としたいと考えております。ただ、や

はり交流人口の拡大などそういったもので中心

市街地での建設なども想定もしておりますけれ

ども、ランドバンクエリアなどの中心市街地に

おいて建設する場合にはこの補助率を２分の１

といたしまして、双方とも上限１，０００万円

というような形で考えているところでございま

す。 

 こちらの交流型ワイナリーにつきましては、

基本的にワイナリーとして建設するというよう

なことを想定しておりますので、観光物産協会

のワインの販売などとはダブらないものと考え

ております。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 ワイナリー機能をしっかり持

ったものだと理解しました。あそこは観光案内

所とは、ただのワインの販売とは違うんだと、

大変これも夢のある取組だなと思うところであ

ります。 

 本市にはすばらしいワイナリーがございます

が、広い市域の中に点在してあります。例えば、

南北に離れていたりしておりますので、距離感

のあるワイナリーのワインを真ん中に一堂に集

めるものなのかななんていうふうに私も考えて

いたんですけれども、そういった取組なのか、

それとも、あくまでも一事業者が単独で手挙げ

でやっていくのかというところをちょっと確認、

もしお示しできれば。 

 あと前段で述べた、広い市域の中に点在する

ワイナリーでどのように交流を続けてやってい

くのか、そういったところも大事になってくる

と思います。 

 そういったところで、あともう一つ、オウン

ドメディアのようなものも立ち上がり、この大

きなワイナリープロジェクトのようなものも立

ち上がり、すばらしい点と点ができているんで

すけれども、これをしっかりつなぐ人がいない

と、一体的にシティプロモーションにならない

のではないかと感じるところであります。この

すばらしい事業をどの課が、例えば、市役所で

いったらこの課が取り組む、農林夢づくり課な
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のか、だとは思いますが、課だけでなくて、横

断的にしっかり取り組んでいくことですばらし

いシティプロモーションになると思うのですが、

その点いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 まず、市内に今

現在３か所ワイナリーがございますけれども、

それぞれが中心市街地には建設されていないと

いう状況でございます。これを１か所に、中心

部に集めるというような機能ではなく、ワイナ

リー自体を複数件、現在も５件ほど設立を希望

されている案件がございますので、できるだけ

早く実現できるように支援をしていきたいと。

そのために、中心部だけでなく、建設場所は限

らずに建設を推進してまいりたいというような

考え方を１つ持っております。 

 あとは点在しておりますワイナリーをどのよ

うに交流させるかと、結びつけるのかというこ

とでございますけれども、これまでもワインバ

ルを事業としてやってきた中で、それと併せて

ツーリズムのほうもやってきておりますが、そ

ういった形で市内でツーリズム的な部分ができ

ますと交流などもできていくのかなとも考えま

すし、そういった意味でいろいろつないでいく

ということも重要だと。それを担っていくのは、

プロモーションも当然ですけれども、我々農林

夢づくり課も担っていきたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 本市の市民の中では、例えば、

お城の前の足湯の前にワインのブドウ棚ができ

たときもちょっと何か唐突な感じを受けたとい

う市民の声もありますし、またＢＹＯや乾杯条

例もして一生懸命しているんですけれども、ま

だまだ市民理解も少ない部分がございます。ぜ

ひ、今回のオウンドメディアやワイナリーの部

分で両輪のようにしていただいて、しっかりと

シティプロモーションをしていただきたいので

すが、そのような意気込みをぜひ市長からお願

いしたいのですが、市長、いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 観光も農業もどちらも主幹

産業でありますし、また上山市の強みだと思っ

ています。やはり、今いろいろな政策を展開し

ておりますけれども、単独の課で政策を展開す

るというのはいわゆる効果の点でなかなか難し

いといいましょうか、そういう状況になってき

ています。 

 ですから、例えば、今、農林夢づくり課で答

弁いたしましたけれども、当然、観光・ブラン

ド推進課であったり商工課であったりいろいろ

な課が連携をし合うということだと思います。 

 最近の観光も、ただ温泉に来て自然に親しむ

ということもありますけれども、あるいは産業

を見学するという新たな観光のツールも出てき

ておりますので、いろいろなことを組み合わせ

ながら本市の観光を振興していくということは

非常に大事なわけですから、そのためにやっぱ

りしっかりとしたものをつくっていく、しっか

りしたものを皆さんに示すことができるような

ものを、これから一つずつ吟味しながら政策を

展開していきたいと考えています。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 今の谷江委員に関連してであ

りますが、ワイナリーというと、当然、醸造所

があってそれでテイスティングができるという

印象を持つわけであります。そうしますと、そ

こでは１つのそこで造ったワインしか飲めない

んですよね。 

 以前、会津若松に視察に行ったときには倉庫
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を改良した物産館がありましたけれども、そこ

では会津地方の日本酒が何種類もブランドがあ

って、それを少しずつ安い値段で飲むことがで

きて結構楽しめると。 

 つまみなんかも調理するまでもなく乾き物で

十分なんですけれども、上山には今３か所あっ

て、これから５か所ぐらいできると、ワイナリ

ーが。それを一堂に会して全部片っ端から飲め

るような場所ができるんでしょうか。あればい

いなと私は思います。その１つの候補としては、

駅前の観光案内所ですが、今しまってあるんで

す、見えないようにワインが。そこの扉は取っ

払うべきだなと私は思っているんですが、そう

いうふうに上山のワインを一堂に会して飲むと

いうことができるワイナリーが欲しいというこ

と、そして今回はランドバンクエリアとなると、

土地はもう解体した映画館跡地しかないと私は

思うわけです。 

 ということで、それ１か所だけで市内にワイ

ナリーを造る、まちの中に、そのことを狙って

おられるのか、そういうことですか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 ようやっとワイナリーがで

きてきて３か所になったということでございま

すけれども、やはり最初にワインの郷プロジェ

クトを立ち上げたときに考えたことは、いわゆ

るツーリズムができるとか、いわゆるワイナリ

ー巡りでしょうか、そういうことができるとか

いろいろなワインが飲めるとか、そういうこと

でレベルアップを図っていこうということでご

ざいます。 

 ３か所できたわけですし、今回もどこかにで

きるわけですし、またさらにできると思います。

せっかくですから、やっぱり１か所でワインが

飲める場所、あるいは１か所で上山の物産を買

える場所はまだないんですよね、町の中も含め

て。 

 ですから、やっぱりそういった物産とか物産

の中のワインのエリアも含めて、ぜひやっぱり

そういうことをやっていかないと、せっかく上

山市を訪れても、久保手に行ったり原口に行っ

たり弁天に行ったりでは大変なことでございま

すので、やはりそういった１つの財産というん

でしょうか、それができればそういうこともで

きるので、ようやっとそういったことができる

ような環境になってきたと我々も考えておりま

すので、そういったことにもう一歩踏み出す必

要があると考えております。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 ちょっと私が聞きたかったの

と違うのかと思うんですが、仮に映画館跡地に

ワイナリーを造ると、醸造所も、でかいのでな

くても、それで、そこのも出すけれどもほかの

も出しますよという形であれば、これは実現可

能なわけですよね。ぜひ、農林夢づくり課長、

夢あるような構想にぜひ仕上げていただきたい

と思います。 

 それから、あと話は飛びまして、先ほど農業

総務費の中で収入保険１８０万円の予算がござ

いました。これは去年の降雹・凍霜害被害のと

きに注目されたわけですけれども、これはどの

程度の加入件数を見込んでの計算なんでしょう

か。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 今回の収入保険

加入促進の事業費ですけれども、１８０万円予

算化をしておりますが、こちらにつきましては、

現在、青色申告者が収入保険に加入できるとい

う方になりますけれども、２０５名ほどいらっ

しゃいます。 
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 その中で加入されている率としましては３割

にも満たない状況になっておりますが、こちら

につきまして、現在加入している方を増やして

いくと、倍増させるということが県の設定の目

標に掲げられております。 

 こちらの事業につきましては、県と市で協調

して実施をしていく事業になりますけれども、

上限を３万円としまして保険料への補助をして

いくことになりますが、令和４年度の新規加入

者数としては６０人を想定しておりまして、１

人３万円上限ですので、１８０万円という予算

化をしていたところでございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ページの９２、６款農林

水産業費の２目林業振興費で伺いたいんですが、

令和４年度の当初予算の概要で、拡充というこ

とで分収造林保育委託料に約１，５００万円が

計上されているわけでございます。本市に分収

契約が楢下地区を含めて５か所あると聞いてお

りますけれども、今回の造林保育される作業内

容、面積をお示しいただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 令和４年度に実

施いたします分収造林保育委託料の部分でござ

いますけれども、こちらは国立研究開発法人森

林研究・整備機構森林整備センター、旧公団と

の分収契約を行っております造林地でございま

すが、今回、実施するのは、抜倒と新植、それ

から作業道の新設などを行うものでございます。 

 こちら先ほど委員からありましたとおり、市

内５か所の契約を結んでおりますけれども、今

回の契約の場所につきましては、楢下地区のホ

ッカ沢山１という地区になりますけれども、こ

ちらの面積としましては約１６ヘクタールほど

あります。ただ、実施する面積としましては、

そのうち約６ヘクタールぐらいの部分について、

まず皆伐を行う場所と、それから植栽を行う場

所ということで実施を行っていくというような

予定をしております。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 やっぱり費用対効果がど

れぐらい見込まれるかと。ちょっとこれ１，５

００万円も使ってどれほどの収入が得られるか

と。思えば、これはもう皆さん分かっていると

おりと思うわけでございますが、これは当然、

国からの補助を頂いての事業だと思いますけれ

ども、そうなんですか。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 委員おっしゃる

とおり、国から全額旧公団に交付金を頂いて、

旧公団から市に交付されて実施するという内容

でございますけれども、今回は育成複層林とい

うことで、これは何かと申しますと、部分的に

伐採をいたしまして複数の樹種で構成される森

林として維持をしていくと、そのために一部伐

採した部分に植林を行っていくと、それで年数

が経過していけばまた違う場所を伐採していく

というような仕組みでございまして、森林の健

全な保育、森林が今後も育っていくための施業

ということで実施を行うものでございます。 

○中川とみ子委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ありがとうございます。

国の補助を頂いて、よりいい森林にしていただ

くというのが目的だと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 また、なお本市には市有林または学校林もあ

るわけでございますので、その点も管理のほう

を今後とも続けていっていただきたいと思いま

すが、いかがですか。 
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○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 市で持っており

ます市有林や学校林なども毎年、場所を変えな

がら間伐等を実施して山を育てているというよ

うな状況ございますので、引き続き実施をして

まいりたいと思っております。 

○中川とみ子委員長 ６款の質疑の途中ですが、

この際、１０分間休憩いたします。 

    午後 ３時１０分 休 憩 

                  

    午後 ３時２０分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 ６款農林水産業費について、質疑、発言を許

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、７款商工費について、当局の説明を求

めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 それでは、７款商工費に

ついて御説明申し上げます。 

 ９４、９５ページをお開き願い、下段を御覧

ください。 

 １項商工費でありますが、１目商工総務費は

１億９１８万９，０００円で、前年度対比２，

２９１万８，０００円の増でありますが、職員

人件費の増などによるものであります。 

 商工総務費では、関係団体への負担金や産業

まつり負担金、商工会事業補助金などを措置す

るほか、職員人件費であります。 

 ２目商工業振興費は１０億５，２３５万５，

０００円で、前年度対比９，０２２万円の減で

ありますが、商工業金融対策事業費の減などに

よるものであります。 

 商工業金融対策事業費では、県信用保証協会

保証料補給補助金、新型コロナウイルス感染症

対策として支援した中小企業緊急災害等対策利

子補給補助金を措置するとともに、市内金融機

関に預託する貸付金では、産業立地促進資金預

託金、中小企業長期安定資金預託金などを措置

するものであります。 

 商業活性化推進事業費では、次のページ、９

６、９７ページをお開き願います、二日町プラ

ザ２階及び立体駐車場の管理運営費用の負担金、

商業祭等のイベント開催補助金、中心市街地空

き店舗等リノベーション支援事業補助金、商店

街街路灯補助金などを措置するほか、創業支援

事業補助金、個店魅力創出支援補助金を拡充す

るものであります。 

 工業振興事業費では、新規受注開拓支援事業

費補助金、中小企業設備投資促進補助金、企業

動向調査等の経費、産業振興アドバイザー報酬

などを措置し、基金積立金では、新型コロナウ

イルス感染症対策金融支援基金の利子分を積み

立てるものであります。 

 ３目企業立地費は２億５２３万８，０００円

で、前年度対比５，８３７万円の増であります

が、企業誘致事業費での立地企業に対する奨励

金の増などによるものであります。 

 企業誘致事業費では、企業誘致活動に要する

経費、蔵王フロンティア工業団地及び蔵王みは

らしの丘の立地企業に対する企業立地奨励金の

ほか、かみのやま温泉インター産業団地の立地

企業に対する立地促進奨励金及び地盤改良等補

助金、同団地を西側に拡張するための用地測量

等業務委託料、旧市民馬術場の覆馬場解体工事

費を新たに措置し、基金積立金では、企業立地

促進基金の利子分を積み立てるものであります。 
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 ４目観光物産費は４，４９０万８，０００円

で、前年度対比６３２万３，０００円の減であ

りますが、観光物産振興対策費における負担金

の減などによるものであります。 

 観光物産振興対策費では、やまがた広域観光

協議会、やまがた観光キャンペーン推進協議会

などの負担金、観光ガイドマップの印刷費など

の経費などを措置し、観光物産振興事業費では、

蔵王高原坊平二次交通周年運行事業、各種大会

開催支援事業の負担金などを措置し、インバウ

ンド推進事業費では、市内７か所のＷｉ－Ｆｉ

設備の更新工事に要する経費などを措置するも

のであります。 

 観光物産宣伝事業費では、次のページ、９８、

９９ページをお開き願います、旅前パンフレッ

ト・ポスターの再整備、インスタグラムを活用

した官民協働での情報発信、タウン誌等を活用

した東北・首都圏への情報発信に要する経費な

どを計上するものであります。 

 観光物産関係団体助成費では、全国かかし祭、

踊り山車、スマイルプロジェクトきらりかみの

やまなどのまつり行事への補助金を措置するも

のであります。 

 上山型温泉クアオルト事業費では、首都圏等

企業の健康経営支援による誘客促進を図るため

の企業連携支援業務委託料、企業向けモニター

ツアー開催委託料、上山市温泉クアオルト協議

会への補助金などのほか、クアオルト事業１５

周年記念事業に要する経費を措置するものであ

ります。 

 ５目観光施設費は１億２，９８３万７，００

０円で、前年度対比１，６１９万５，０００円

の増でありますが、上山城の施設改修工事費の

増などによるものであります。 

 観光施設管理費では、上山城の指定管理料、

アビヤント・Ｋ、駅駐車場などの管理経費、温

泉利用協同組合補助金、かみのやま温泉観光案

内所の管理運営に要する経費などを措置するほ

か、ヴェンテンガルテンに菜の花畑に加え、ヒ

マワリ畑を整備する委託料を増額するとともに、

上山城の防火ダンパー改修等、消防設備の更新

に要する経費や駅舎の屋根修繕等負担金を新た

に措置するものであります。 

 蔵王高原観光施設管理費では、野営場などの

施設管理に要する経費、蔵王坊平スキー場管理

運営協議会負担金、第６回「山の日」全国大会

実行委員会負担金のほか、蔵王坊平の旧観光案

内所等の解体工事費を措置するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑、発言を許

します。川口豊委員。 

○川口 豊委員 まず、９５ページ、商工業金

融対策事業費について伺います。 

 予想だにしなかった長いコロナの影響で、各

中小企業をはじめとする経済界では非常に大き

なダメージを受けています。コロナ対策資金と

して、県、市から利子補給を頂いて、本来借り

ることのなかったコロナに対する資金というも

のを２年前にお借りし、その後、返済猶予期間

が２年ありました。この２年間に全く返済はな

かったものの、この４月から返済が始まります、

２年の猶予期間が終わって。 

 ですが、以前というか２年前よりも、さらに

去年よりも今の状況は、経済界としては非常に

大きなダメージを受けた状態であります。 

 各経済団体のほうからも、これをさらに猶予

してくれないかという話がテレビ等でも流れて

おりますが、そういった形のものの話、あるい

はもう来月からの話でございますので、商工課
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のほうでそういった話があるかないか、ちょっ

とお聞きをしたいと思います。 

○中川とみ子委員長 商工課長。 

○木村昌光商工課長 委員おっしゃるとおり、

２年前にそういった形で融資ということがござ

いました。いよいよ返済ということになりまし

て、各金融機関のほうとも情報交換などを行っ

ているところでございます。 

 その中で、どういったことの支援ができるの

かということも当然いろいろな意見を出された

ところでありますが、なかなか定まったところ

は今現状ではないところでございますけれども、

県のほうの動きなんかもあったものですから、

そういった部分を加味しながら、今後、検討し

ていきたいと考えているところでございます。 

○中川とみ子委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 私が所属しますいわゆる観

光・飲食業界は、依然、非常に厳しい状態が続

いております。ここに来て、本県の冬の産業で

ありますスキー業界というのも非常に大きなダ

メージを受けております。これはもともと小さ

い子どもがコロナにかからなかったものが、こ

の冬に来て一気に幼稚園、小学校、小学生とい

うようなところに感染が広がったというような

状況の中で、スキー教室等々も全て中止になっ

ているというような状況もあります。 

 先日、蔵王温泉、坊平、猿倉という地域の中

で県のほうにもいろいろ相談に行ってまいりま

したが、旅館、ホテル、飲食店に対する補助は

いろいろ出ておりますけれども、様々な分野に

ついてダメージを受けたものについて全く補助

も何も出ていないという状況もありますので、

ぜひ本市のほうでも、本市に２つスキー場を構

えておりますので、そういった意味での補助制

度等々についてもぜひ御検討いただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 商工課長。 

○木村昌光商工課長 やはり今までのコロナに

対する支援制度につきましても、どちらかとい

うと飲食店とかそういった部分が多かったわけ

ですけれども、やはり公平性の観点といったと

ころもあろうかと思います。 

 そういった部分を加味しながらどういったこ

とができるのか、どういった支援策というのは、

スキー場とかそういった部分であればかなり大

きなものになってきてしまうということも想定

されますので、県の動向、国の動向、それから

そういったところからの交付金ですとかそうい

った部分の状況などを加味しながら検討してい

きたいと考えているところでございます。 

○中川とみ子委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 商工業金融対策事業費の中で、

これは利子補給という部分で市のほうでは予算

化されていると思います。今後、先ほど課長か

らも答弁ありましたけれども、各金融機関等々

と連携していただきまして、こちらのほう相当

多額の借入れをしておりますので、これの元金

返済となりますと相当月々の返済が首を絞める

という状況になってくることが予想されますか

ら、ぜひ、本市のほうでも御検討いただきたい

ということを要望して終わります。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。石山正明委員。 

○石山正明委員 観光について、まず市長のほ

うに全般的な意見としてお伺いしますが、今、

川口委員のほうからお話がありましたが、コロ

ナの状況で非常に経営そのものが厳しいと。 

 先日、ある大手の旅館のほうにちょっとお話

を聞きに行ってきましたが、このままの状態で

いくと、秋まで続くともたないと。特に大手の
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旅館については、今、コロナのいろいろな国か

らの対策金がございますけれども、最高で２５

０万円ぐらいの補助金がございますけれども、

大手の旅館は２５０万円では１桁違うと。この

まま続くと、うちはもたないと思うというよう

なお話がありました。非常に厳しい状況です。

恐らく１０室とか２０室以下のところについて

は何とかその２５０万円でもつだろうという予

測はしておりましたが、ただ、大手については

非常に厳しい状況にあるというお話がございま

した。 

 この現状は、やはり今、市長の決断で救って

あげないと、大型の恐らくギブアップするとこ

ろが出てくるんじゃないかという私はそんな予

測をしておりますが、市長、これはやはり観光

温泉全体の窮地を救うために、今、市長が決断

をすべきだと思いますが、その点についてどの

ようにお考えか、お伺いします。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 旅館につきましては、飲食

店等は県のいろいろな制度ありましたけれども、

まん延防止でも旅館は該当にならないわけです

よね。そういう中で本市におきましては、ほか

の市町村がやらなかったいわゆる入湯税相当額

を、１回４，２００万円だと思いますが、全部

実績に応じてまず交付させていただいた経緯が

ございます。 

 その後、観光物産協会といろいろ話を進めて

きており、現在も進めておりますが、観光物産

協会、当然旅館も入るわけですが、その中の話

の大筋は、この状況が大分延びてきております

が、当初の考え方としては、いわゆる終息した

後の国の制度が出るだろうと、そして国の制度

が終わった後のギャップが大変だと思うという

ことで、そのタイミングを計っておりますが、

そういう形でいこうという話合いは既に進めて

きております。 

 ですから、今、石山委員が話されたように、

その考え方が変わりつつあるのかどうかという

ことも話合いをさせていただいて、当初の計画

を変更せざるを得ないのかどうか、それはきち

っと旅館関係あるいは観光物産協会とも話合い

をさせていただいて、今、何が必要なのか、あ

るいはポストコロナに向けてどういう政策が必

要なのかということを詰めてまいりたいと考え

ております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 今、石山委員のお話にもあり

ましたが、大変商環境が厳しい状況であります。

旅館業もそうでございますが、やはりお店の方

から電話をいただいたりして、本当に今やって

いくのが大変だという声もございます。 

 その中で、新年度でオウンドメディアやＳＮ

Ｓという商業の分野にも間接的にすばらしい支

援になる部分もあるんですけれども、今、やっ

ぱり商観光業に直接的な支援をしっかりするべ

きではないかと思うのです。 

 一般質問でプレミアム付商品券の再発行の支

援を私は質問したわけですけれども、そのとき

の部分の回答では、やはりキャッシュレス決済、

インバウンド需要の環境整備が重要だというこ

とでありますが、そのときの市長の認識よりも、

今、オミクロン等になりまして、よりまたポス

トコロナが遠のいている感じがするわけでござ

います。 

 どうか、オウンドメディアとか新たな取組に

比肩するような商業部分に関してはもう拡充と

いうところでありますので、新たな市民の商業

者に元気が出るような部分でしっかりと取組を
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していただきたいなと思うのですが、この部分、

市長、いかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 この旅館の話、石山委員か

ら旅館の話ありましたけれども、これは全ての

商行為に該当するんだなと思っております。 

 ただ、我々が政策やってきた中で考え方の１

つに、まず、コロナのいわゆる減収といいまし

ょうか、それに対してのまずお手伝いをさせて

いただこうということを何度かやらせていただ

きましたが、その後においては、ポストコロナ

についてそのときにどうやっていくかというこ

とについて、例えば、いろいろな機器の整備と

かそういうものに対しての補助とかそういうこ

とをやってきたことがあります。 

 しかし、今、お話のように大分延びてきてい

るといいましょうか、その状況がますます大変

になってきているという状況でございますので、

これは、我々行政としても考えなければなりま

せんが、同時に、こういうことが上山市だけの

問題ではないと思います。やはり全国の問題で

ございますので、そういった国の制度とか政策

とかあるいは県の制度とかいろいろ出てくると

思いますが、そういったところのマッチングも

大事だと思いますし、また同時に、市独自の考

え方、政策を展開していくところも大事だと思

いますが、そのタイミングと、あとどの程度の

そういった支援といいましょうか、それをする

といいのかということもありますので、ここは

やはり観光物産協会とかあるいは商工会とか詰

めていただいて、そういった政策を展開してい

く必要がありますし、またやっぱりタイムリー

といいましょうか、かゆいところに手が届く政

策も大事な一つでございます。そういった総合

的な政策を展開しながら、お手伝いをさせてい

ただきたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 ぜひ、よろしくお願いいたし

ます。 

 そしてまた、本市のほうでは平成２９年から

第２期中心市街地活性化基本計画に取り組みま

していろいろ頑張っておられます。そろそろこ

の計画のほうも終わりが見えてきまして、その

中でワインのまちづくりとメディアで展開のま

ちづくりが出てきています。 

 今後、第３期の中心市街地活性化基本計画の

策定とか方向性、ポストコロナ、ウィズコロナ

もありますが、今、市長がお話しした内容を含

んだ計画でないと私はいけないと思うんですが、

第３期の計画の動きや方向性など、もしお示し

できるところがありましたらお願いしたいと思

います。 

○中川とみ子委員長 商工課長。 

○木村昌光商工課長 第２期の中心市街地活性

化基本計画につきましては、令和４年度で終了

するということになります。令和５年度から新

たな計画ということにはなろうかと思いますが、

コロナでいろいろな状況も変化しております。

中心市街地の構成といいますか中身についても

いろいろ変化してきている部分もございますの

で、商工会、それから商店街振興会とかそうい

った部分と情報交換しながら、次期計画につい

ては令和４年度の早々の段階でどのようにして

いくかを決定していきたいと考えているところ

でございます。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 本当に大転換の時期に本市に

おいて大きな計画、脱炭素だったり第３期の中

活、またオウンドメディア、ワインのまちづく

り、本当に大きな計画がめじろ押しでございま
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す。市長が述べられましたように、横串をしっ

かり通してこの計画を一体的に推進することが

重要かと考えますので、ぜひ全課横断的に取組

を頑張っていただきたいと思います。 

 これは要望で、以上でお願いいたします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 上山型温泉クアオルト事業費

についてなんですけれども、記念シンポジウム

開催を業務委託するとあります。どのような形

を想定しているのか、業務委託はこのシンポジ

ウム自体を業務委託するのかなど、決定してい

る内容があればお伺いしたいと思います。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 シンポジウムにつき

ましては、現在、コロナ禍でありますので、現

地に集まっていただいて開催する場合と、オン

ライン形式で開催する場合との想定があるかと

思います。そういったどちらにも対応できるよ

うな形にしていきたいということで、基本的な

考え方はこちらでしっかり持っておりますので、

そこに対する、例えば、機材とか開催の手助け

になる支援業務等についての委託をしたいとい

う考え方を持っております。 

○中川とみ子委員長 棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 あわせて、もう一つの大きな

イベントとなる第６回「山の日」全国大会があ

りますけれども、山形県と山形市と連携してと

いう形で拡充、これは負担金の拡充という意味

かと思われますけれども、この拡充の根拠とか、

あと本市で現在予定されているイベントはどの

ようなイベントが予定されているのか、お伺い

します。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 山の日に

つきましては、山形県と山形市と現在協議中で

ございますが、そろそろ時間もたってきている

ところではございますけれども、今、詳細検討

中という状態ではございます。 

 ただ、本年８月１１日に開催を予定しており

まして、１０日にはプレイベント、それから夕

方からは市内でのレセプションを開催する予定

でございます。１１日当日には、山形市内にお

きまして記念行事等を予定しているところでご

ざいます。 

 費用に関しましては、現在まだ確定はしてお

りませんけれども、プレイベントだとかレセプ

ション等、もろもろ費用がかさんでいるという

ところを圧縮するような作業をしておりまして、

現在、今回予算計上させていただきました金額

の予定になっております。 

○中川とみ子委員長 棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 中央からの関係機関の人たち

なども来賓と関係したところで出席することに

なると思うんですけれども、本市で行われるイ

ベントの形、あと、もちろん宿泊も伴う形なん

ですけれども、そういった関わりなどはどのよ

うにお考えか、お伺いします。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 本市でレ

セプションが開催されるというところでござい

まして、本市内のかみのやま温泉の旅館等を中

心に宿泊が予定されているところでございます。

ただ、山のイベントというところもございます

ので山形市、蔵王温泉等も候補地になってくる

かと思いますけれども、そういった幅広いエリ

アでの宿泊が予定されております。 

○中川とみ子委員長 棚井裕一委員。 
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○棚井裕一委員 先ほど、最初に申し上げたク

アオルト事業も地域資源を活用した交流人口の

拡大を目的にしていることだと思いますし、山

の日のイベントについても地域の魅力の発信の

いい機会だと思われますので、ぜひ成功に結び

つけていただきたいと思います。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 私は、ヴェンテンガルテンの

いわゆる花畑の拡充について質問いたします。 

 どの程度の面積の拡充になるのか、まずお尋

ねいたします。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 今現在、

菜の花畑を展開しておりますけれども、それと

ほぼ同等の面積等を東側に予定しております。 

○中川とみ子委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 ということになりますと、現

在取り組んでいる面積の約２倍となるかと思い

ます。大分効果は見えるのかなとは思いますけ

れども、いわゆる県有地に占める面積の割合か

らしますとまだまだかなと。 

 いわゆる斎藤茂吉記念館、駅の前ですか、駅

までのエリアがもう少し整備されれば、遠景の

蔵王で道路から蔵王を望むその景観、環境の整

備ということにもつながり大きなメリットが生

まれるわけですけれども、あそこのいわゆる残

った面積は県の管理となるかと思いますけれど

も、環境整備がより図られるように今後一体的

に頑張っていかなければならないという認識の

下で質問するわけですけれども、いわゆるそう

いった周辺環境の整備まで配慮した中での事業

の取組と理解してよろしいのかどうか、お伺い

いたします。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 今現在、

ヴェンテンガルテン等、観光・ブランド推進課

で管理している敷地の中で今回花畑の拡充とい

うものを考えております。はっきりしたことは

申し上げられませんけれども、民間事業者の中

で茂吉記念館等の敷地、駐車場等の敷地を利用

していろいろな企画を考えていらっしゃるとい

うようなことも聞いておりますけれども、市だ

けではなく民間事業者等、あるいは茂吉記念館

等、もろもろの関係する各位がヴェンテンガル

テン周辺のエリアを使ってイベント等を考えて

いらっしゃるというところでございますので、

そういった話がございましたら検討していきた

いなと思っております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。川口豊委員。 

○川口 豊委員 先ほどの棚井委員の質問のほ

うにちょっと重複するんですが、第６回「山の

日」全国大会の件についてお伺いします。 

 この大会、本来であれば昨年開催されるはず

だったんですが、その前の大会が延期になって、

今年に延期になっていると。しかも、今日から

見ますと５か月後にはこの大会がもう始まると

いうようなことの中で、今、内容を検討してい

るという先ほどお話がありまして、ちょっと遅

過ぎないかなというような気がしています。 

 それから、関係者だけでやるのであればいい

んですが、全国大会と名のる以上は、やはり市

民、県民に広く周知をする必要があると。ポス

ターも今まだ出ていないというような状況であ

ります。 

 このことについて、実行委員会ではどのよう

に捉えられているんでしょうか。いつ、そうい
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った一般の方に公表できるような形になるんで

しょうか。 

○中川とみ子委員長 観光・ブランド推進課

長。 

○安田紀之観光・ブランド推進課長 今現在、

大会テーマ、それからロゴマーク、それからポ

スター、チラシ等についてデザイン案まで確定

していると聞いております。実際にそれらがい

わゆる提出されるタイミングについては、今、

詳しい情報は得ておりませんけれども、製作中

でございますのでもうしばらくすると出てくる

かと思います。 

 明確な期日についてお示しできない点につい

ては、誠に申し訳なく思っております。 

○中川とみ子委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 これは山形県が中心となって

山形市と上山市で協議しているという状況であ

りますが、ぜひ、上山市のほうからも上山市に

位置するところが一番蔵王としては魅力のある

場所でもありますし、ぜひ、働きかけを強めて

早めに公表できるようによろしくお願いします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。谷江正照委員。 

○谷江正照委員 観光施設管理費の部分で、駅

舎コンコース屋根修繕等負担金の部分でお尋ね

いたします。 

 雨漏り対策ということでＪＲのほうで工事す

る部分に関しまして、市のほうの持分を負担す

るということでありますけれども、これ私、千

載一遇のチャンスだと思います。 

 駅舎コンコースの屋根修繕に足場を組む必要

があるわけですので、なかなかあの駅に足場組

めるというときはそうそうないと思うんです。

駅に足場を組めるこのときを逃さずして、様々

な市民やまた議員のほうから危険だという落

氷・落雪対策を、あの屋根において融雪なり落

雪対策をする、私は本当に千載一遇のチャンス

だと思います。 

 この機を逃さずに、アビヤント・Ｋの屋根の

手入れも必ずや必要になりますし、同じ時期に

アビヤント・Ｋの屋根の修繕と落雪・落氷対策

をすることは大変本市にとってすばらしいと思

うのですが、そこはいかがでしょうか。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 令和４年度におきまして、

ＪＲ東日本ではメイン建屋でありますコンコー

スの屋根からの雨漏り修繕を実施するというこ

とでございまして、これに併せまして外壁の塗

装ですとか屋根といったところも行うと。コン

コースにつきましては、御存じのとおり当市と

の共有物件でありまして、共同施工の打診を受

けたところでございます。そのため、当市の所

有分の外壁ですとか屋根といったところの塗装

も経年劣化が見受けられるものですから、令和

４年度、共同施工で実施をするところでござい

ます。 

 御質問ございました屋根の雪対策というとこ

ろ、またふれあい通りの内装、ああいったとこ

ろでも経年劣化しているところは我々のほうで

も認識をしてございますので、令和４年度以降、

点検調査を行った上で計画的に修繕をしていけ

ればなと考えておりますので、おっしゃった雪

の部分、足場をせっかく組むのですからという

ところは確かにございますけれども、工事のと

ころの協議等は新年度４月以降、ＪＲ東日本と

行ってまいりますけれども、ある程度工事範囲

が定められているという状況もございます。 

 ただ、せっかく足場を組んで建屋の上まで工

事を手がける状況ではございますので、我々も

管理といたしましてもコンコースの約３割程度
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共有部分の持分ありますし、劣化状況を確認で

きる範囲で確認して、現場のほうを点検なり調

査していければいいかなと考えております。 

○中川とみ子委員長 谷江正照委員。 

○谷江正照委員 ぜひ、よろしくお願いいたし

たいと思いますが、コンコースの屋根が傷むと

いうことは、アビヤント・Ｋの屋根もその他の

屋根も傷んでいることも想像に難くないと思い

ます。これこそ手戻りがないように、ぜひ前向

きに早急に進めていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

散  会 

 

○中川とみ子委員長 本日はこの程度にとどめ、

明日は午前１０時から会議を開くこととし、本

日はこれにて散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ３時５６分 散 会 
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